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　５月15日から、市内各所で北アルプス国際芸術祭
プレイベント・先行公開展を開催しました。

（写真は旧大町北高等学校、関連記事は22ページ）

新型コロナウイルス感染症の影響により、掲載した行事などの内容が変更となる場合があります

主な内容
❷　北アルプス国際芸術祭
❹　立地適正化計画・緑の基本計画
　アンケート結果
❽　学校再編の基本計画を策定します



広報おおまち　2021.6 2

　北アルプス国際芸術祭2020-2021に参加するアーティストと作品を紹介します。

　1977年静岡生まれ／大町市在住。写真家。生命の源であり、生活の
原点でもある水源域の撮影を通じて、人間と自然の関係を探る。2016
年から大町市木崎湖畔でお米を育て、2020年から本格的に就農する。

　1972年フランス生まれ／在住。彫刻、インスタレーション、自動で
動くオブジェなど、幅広く制作している。科学、歴史、神話、文学な
どを参照し、演劇や科学者とのコラボレーションも行っている。

　麻倉を拠点に、大町市在住のアーティストや自由業、主婦などが集ま
り2014年に誕生した麻倉美術部。「楽しい毎日は自分たちでつくる」を
モットーに、毎年参加型インスタレーションやワークショップを開催。

　1935年東京生まれ／在住。版画やワッペン型を反復したレリーフで
一躍注目を集めたのち、1965年ニューヨークに渡って環境芸術を学び、
バイオや地質や気象など環境を構成している情報と色彩や形を重ね合わ
せる作品を展開している。

　1979年栃木生まれ／東京在住。自然や日常にある「ちいさなもの」を
集めてちぎり絵や人形などを制作。2004年に自宅の四畳半を開放しカ
フェをオープン、さまざまなクリエイターとコラボレーションを行う。

アーティストピックアップ

本郷毅史

ニコラ・ダロ

麻倉美術部

磯辺行久

蠣崎誓

水と光（作品イメージ）

クリスタルハウス（作品イメージ）

松本市池上邸蔵（2016）
はま・なか・あいづ文化

連携プロジェクト

信濃大町 あさひAIR 2019,
photo by Takahiro Ozawa

不確かな風向（作品イメージ）

種の旅（作品イメージ）

過去作品< ６月の海>麻倉
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　北アルプス国際芸術祭2020-2021でオープンする下記レストランのスタッフを募集します。大町の元気を取
り戻すための芸術祭です。一緒に芸術祭を盛り上げていただける方々の応募をお待ちしています。
　芸術祭の開催に当たっては「新型コロナウイルス感染症対策特別部会」を設置し、専門家の意見を聴きながら具
体的な感染防止対策の検討と対策を行った上で、全ての皆さんが安全・安心にご参加いただけるイベントとなる
よう取り組んでまいりますので、ご理解とご協力をお願いします。

１　地彩レストラン「おこひる公堂」 ２　西山・八王子神社「秋祭り（仮）」

概要
「５人以上の団体向けで、完全予約制のレスト
ラン」として運営し、公式ツアー「カモシカコー
ス」のレストランとしても食事を提供します。

公式ツアー「ライチョウコース」のレストラン
として、上記神社の前宮（舞台）において食事
を提供します。

場所 木崎湖「信濃公堂」
（８月21日～31日は若一王子神社「参集殿」） 常盤「西山・八王子神社」

定休日 毎週水曜日 毎週月・水・木曜日
（ただし９月20日・23日の祝日は営業予定）

手当など 時給900円（その他手当なし）

勤務時間 午前９時～午後３時（６時間程度） 午前10時～午後２時（４時間程度）

業務内容 お弁当の盛り付け、配膳、お茶などの提供、
片付け、清掃作業　など

お弁当の配膳、お茶などの提供、
片付け、清掃作業　など

募集人数 若干名

募集期間 ６月１日から募集し、定員に達した時点で終了

募集年齢 18歳以上

労働保険 あり（実行委員会負担）

その他 スタッフの皆さんには、予約状況を確認の上、日ごとに上記１か２のどちらかへ配置する
シフトを組ませていただきますが、各自のご都合に合わせ、お好きな日にお勤めいただけます。

　1951年埼玉生まれ／神奈川在住。主に竹を素材としたサウンドオ
ブジェを創作し、自動演奏によるサウンド・インスタレーションを展開。
現在は音楽、美術、演劇と融合する“アキノリウム”を試みている。

「北アルプス国際芸術祭2020-2021　公式レストラン」スタッフ募集

松本秋則

アキノリウム in OMACHI

マスク着用、２週間以内に発熱などの症状がある場合はご遠慮ください行事などへの参加時
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立地適正化計画および緑の基本計画策定に
関するアンケートの結果について
　「大町市立地適正化計画」および「大町市緑の基本計画」の策定に当たり、地域の暮らしやすさの評価や暮らしを
支える生活サービス施設などの配置のあり方、緑を守り育てるために必要な取り組みなどに関する意向を伺い、
計画策定の基礎資料とするため、昨年11月にアンケートを実施しました（昨年の広報おおまち11月号に、各計画
の概要とアンケートへのご協力のお願いを掲載しました）。その結果がまとまりましたので、ご紹介します。アン
ケートへのご協力、ありがとうございました。
　今後は、頂いたご意見・ご提案などを踏まえて、各計画の検討を進めていきます。計画の概要や検討経過など
については、市ホームページ、広報おおまちなどを通じて情報発信を行っていきます。

▼ 調査概要
調査対象者 市内在住の16歳以上の人

対象者数 2,000人

対象者
抽出方法

人口構成比に基づき、地区別・性別・
年齢別のサンプル数を算定し、その
中から無作為抽出

配布・
回収方法

①郵送による配布・回収
②郵送による配布、Webによる回答

（Web回答は、「ながの電子申請サー
ビス」を活用）

実施時期 配布：令和２年11月11日（水）
回収期限：令和２年11月24日（火）

▼ 回収結果
○ 934件 （回収率：46.7％）

内訳・郵送回収：829件 （88.8％）
　　・Web回答：105件 （11.2％）

※令和２年12月末までの回収分

■ アンケート結果の閲覧方法
①市ホームページより、アンケート結果報告書（電子データ）をダウンロードすることができます。
　市ホームページ　→　大町市の紹介　→　施策・計画・まちづくり　→　まちづくり  ↓ 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　立地適正化計画及び緑の基本計画
　（https://www.city.omachi.nagano.jp/00011000/rittitekiseika/rittitekiseika.html）
②建設課計画係、各支所・公民館で、アンケート結果報告書（冊子）を閲覧することができます。

▼ 設問項目
項目 設問

共
通 1. 回答者属性 問 １〜問 ５

立
地
適
正
化
計
画
関
連

2. 日常生活について 問 ６〜問 ９

3. お住まいの地域の暮らしや
すさについて 問10〜問11

4. 将来の住み替え（転居）につ
いて 問12〜問13

5. 日常生活を支える施設のあ
り方について 問14〜問15

6. 安心・安全なまちづくりに
ついて 問16

緑
の
基
本

計
画
関
連

7. 緑の状況について 問17〜問20

8. 緑を守り育てる活動や取り
組みについて 問21〜問22

共
通 9. 今後のまちづくりについて 問23

回答者の属性①：年齢

n＝934

回答者の属性②：地区

n＝934

10歳代 2.0％

20歳代 4.8％

30歳代 7.5％

40歳代 12.1％

50歳代 12.8％

60歳代 21.2％

70歳代
以上
39.2％

無回答
0.3％ 美麻 3.1％八坂 2.8％

大町
45.6％

平
16.8％

常盤
22.9％

社
8.8％

市全体の構成比と
おおむね同様の
結果となりました。

※グラフの数字は四捨五入の関係で、
　合計が100％にならない場合があります。
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アンケート結果

①自分の敷地内に鉢植えやフラワーポット
　などを置いたり、花壇や生垣を作る (n=872) (n=781)

②家庭菜園をする (n=866) (n=788)

③地区や学校の緑化活動や沿道植栽などの
　美化活動に参加する (n=838) (n=796)

④身近な公園、道路、河川などの
　除草・清掃活動に参加する (n=849) (n=798)

⑤里山や森林などの維持管理に参加する (n=838) (n=789)

⑥会社や事業所で行っている緑化活動に
参加する (n=819) (n=771)

⑦緑化講習会やシンポジウムに参加して、
知識を深める (n=823) (n=791)

⑧公園緑地などの計画づくりに参加する (n=828) (n=785)

⑨緑化の推進や保全のための資金援助を
する (n=824) (n=790)

　アンケート結果を一部抜粋してご紹介します。

■問い合わせ　建設課計画係　℡市内線699

買い物がしやすい
自然災害による被害が少ないと思われる

病院などの医療機関が近い

緑が多く自然に恵まれている
公共交通（バス、鉄道）が便利

道路、下水道などの都市基盤が整っている
景色が良い

通勤、通学がしやすい
住宅の広さ、土地や住宅の価格、家賃などの条件が良い
教育施設（幼稚園、学校、図書館など）が近い
福祉施設（老人ホーム、デイサービスなど）が近い
子どもを産み育てる環境が整っている

その他
特にない

【問12】
今後も大町市に住み続けたいと
思いますか？

【問21】
あなたは、お住まいの地域やその周辺で緑を守り育てる活動に取り組んで
いますか。また、今後取り組んでみたいと考えていることはありますか。

【問13】
あなたが居住地を選択する際に重視することは
何ですか？（複数回答、５つまで選択）

アンケート結果を踏まえ、住みたい・住み続けたいまちとなるように、施設の配置などについて検討します。

　緑を守り・育てる施策の検討を進めます。

n＝934

n＝934

現在の居住地に
住み続けたい
69.4％

大都市圏
（東京、名古屋など）に

転居したい
3.5％

近隣市町村に
転居したい
11.0％

大町市の別の場所に
住み替えたい
6.4％

無回答  5.5％
その他  4.2％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

66.3％
56.9％

50.7％

45.7％
32.9％
32.1％
31.8％
30.1％
26.2％

19.2％
18.5％
16.7％

3.7％
3.3％

66.3％
56.9％

50.7％

45.7％
32.9％
32.1％
31.8％
30.1％
26.2％

19.2％
18.5％
16.7％

3.7％
3.3％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

19.5％

16.5％

2.6％

3.5％

6.4％

■取り組んでいる ■取り組んでいない
現在

69.8％

67.8％

25.9％

46.8％

10.5％

16.5％

2.6％

3.5％

6.4％

30.2％

32.2％

74.1％

53.2％

89.5％

83.5％

97.4％

96.5％

93.6％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

■取り組みたい 　　■取り組まない
今後

78.2％

78.6％

49.6％

64.5％

29.9％

34.0％

28.3％

23.2％

31.5％

21.8％

21.4％

50.4％

35.5％

70.1％

66.0％

71.7％

76.8％

68.5％

「大町市内に住み続けたい」
の割合が高い一方で、市外
へ転居したいという意見も
あります。

緑を守り育てる
意識が高まって
います。

商業施設や
病院などが
近い場所、
自然災害に
よる被害が
少ない場所
などが重視
されていま
す。
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昭和32年４月２日以降生まれの人

　64歳以下の人への接種券の発送は、６月上旬以降に開始予
定です。接種券などがお手元に届きましたら、中身をご確認
いただき、接種ご希望の場合は予約をお願いします。予約開
始時期および方法は、接種券に同封する説明書をご覧ください。

　予約受け付け開始および接種時期については、
①基礎疾患のある者（下記参照）
②高齢者施設などの従事者
③上記以外の者
　の順番で、接種状況を見ながら段階的に進めていきます。

　今後のワクチン配送状況などによっては、接種券の郵送時期や予約開始時期が変更になる場合もあります。全て
の希望する人に接種ができる量のワクチンを確保できますので、慌てずに予約いただくようよろしくお願いします。
　また、接種については安全・安心を第一に進めていますので、市民の皆さんのご理解とご協力をお願いします。

基礎疾患を有する者とは

１．以下の病気や状態で、通院／入院している人

▽慢性の呼吸器の病気

▽慢性の心臓病（高血圧を含む）

▽慢性の腎臓病

▽慢性の肝臓病（肝硬変など）

▽インスリンや飲み薬で治療中の糖尿病または他の病気を併発している糖尿病

▽血液の病気（ただし、鉄欠乏性貧血を除く）

▽免疫の機能が低下する病気（治療中の悪性腫瘍も含む）

▽ステロイドなど、免疫の機能を低下させる治療を受けている

▽免疫の異常に伴う神経疾患や神経筋疾患

▽神経疾患や神経筋疾患が原因で身体の機能が衰えた状態（呼吸障害など）

▽染色体異常

▽重症心身障害（重度の肢体不自由と重度の知的障害とが重複した状態）

▽睡眠時無呼吸症候群

▽重い精神疾患（精神疾患の治療のため入院している、精神障害者保健福祉手帳を所持している、
または自立支援医療（精神通院医療）で「重度かつ継続」に該当する場合）

▽知的障害（療育手帳を所持している場合）

２．基準（ＢＭＩ30以上）を満たす肥満の人

■問い合わせ　大町市コールセンター　℡85-4402

64歳以下の
新型コロナウイルスワクチン接種について

マスク着用、２週間以内に発熱などの症状がある場合はご遠慮ください行事などへの参加時
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　新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中で、低所得の子育て世帯に
対し、その実情を踏まえた生活の支援を行う観点から、子育て世帯臨時特別給
付金を支給しています。
　児童扶養手当を受給していなくても、新型コロナウイルスの影響により収入
が減少し家計が急変した人は、収入基準額内であれば対象となります。申請が
お済みでない人は、支給対象となっていないかご確認ください。

給付金について

■対象　平成15年４月１日より後に生まれたお子さん（障がいの状態にあるお子さんの場合は20歳未満）を
　　　　監護などしており、①～③のいずれかに該当する人

条件 申請

①令和３年４月分の児童扶養手当が支給された人 不要
（支給済み）

②公的年金など※１を受給しており、令和３年４月分の児童扶養手当の支給を受
けていない人※２ 必要

③新型コロナウイルス感染症の影響を受けて家計が急変するなど、収入が児童扶
養手当受給者と同じ水準になっている人

▽令和２年２月以降に収入が減少した人が対象です。

▽親１人、子ども１人の場合、収入365万円未満または所得230万円未満の世帯
が対象です。

必要

※１　遺族年金、障害年金、老齢年金、労災年金、遺族補償など
※２　児童扶養手当の申請をしていない世帯も、４月分の児童扶養手当の支給が全額または一部停止された
　　　と推測される人も対象です。

■給付額　児童１人当たり一律５万円

■申請　直接、子育て支援課子育て支援係へ。世帯により必要な持ち物などが異なりますので、電話でお
　　　　問い合わせの上、お越しください。

■問い合わせ　子育て支援課子育て支援係　℡市内線686

低所得の子育て世帯に対する子育て世帯生活支援
特別給付金（ひとり親世帯分）のご案内

ひとり親のご家庭へ大切なお知らせ

申請期限は４年２月28日（月)

マスク着用、２週間以内に発熱などの症状がある場合はご遠慮ください行事などへの参加時
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に
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小
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、
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、
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数
の
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や
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、
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員
の
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内
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学

校
づ
く
り
の
視
点
な
ど
か
ら
、
次

の
と
お
り
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。

▽
大
町
地
区
と
平
地
区
の
行
政
区

を
一
つ
の
通
学
区
域
と
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。

▽
常
盤
地
区
と
社
地
区
の
行
政
区

を
一
つ
の
通
学
区
域
と
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。

小
学
校
、
中
学
校
の

設
置
位
置
に
関
す
る
こ
と

　
小
学
校
お
よ
び
中
学
校
の
設
置

は
、
立
地
状
況
、
防
災
面
お
よ
び

利
便
性
な
ど
の
基
礎
的
要
件
や
、

学
校
規
模
・
施
設
状
況
な
ど
の
教

育
環
境
、
通
学
に
関
す
る
手
段
・

安
全
性
の
ほ
か
、
児
童
・
生
徒
や

就
学
予
定
児
童
の
分
布
状
況
な
ど

か
ら
、
次
の
と
お
り
と
す
る
こ
と

が
適
当
と
考
え
る
。

▽
小
学
校
の
設
置
位
置
に
つ
い
て

①
大
町
地
区
と
平
地
区
の
通
学
区

域
は
、
現
第
一
中
学
校
ま
た
は
現

西
小
学
校
の
い
ず
れ
か
と
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
。

②
常
盤
地
区
と
社
地
区
の
通
学
区

域
は
、
現
南
小
学
校
と
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。

▽
中
学
校
の
設
置
位
置
は
、
現
仁

科
台
中
学
校
と
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
。

　
市
内
小
・
中
学
校
の
通
学
区
域
な
ど
の
再
編
を
審
議
し
た「
市
立
学
校
通
学
区
域
再
編
審
議
会
」は
、

３
月
19
日
に
市
教
育
委
員
会
か
ら
の
諮
問
事
項
に
対
す
る
答
申
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
こ
れ
ま
で
の
再
編
審
議
の
経
過
や
答
申
書
の
内
容
、
今
後
の
学
校
再
編
に
関
す
る
状
況
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　
学
校
教
育
課
学
校
再
編
係　
℡
市
内
線
６
１
４

再編審議会の検討経過
　再編審議会は、令和２年６月から３年３月までに施設見学を含め８
回開催しました。

期日 主な審議内容など

第１回 6月26日

▽正副会長の選任

▽市立学校の現状などを情報共有

▽具体的な通学区域の再編などの諮問

― 7月27日 ▽学校施設の現地見学

第２回 8月20日 ▽旧市内の２中学校の校地を比較検討

▽小学校の位置関係の状況を把握

第３回 10月 8日

▽学校施設の防災面を比較検討

▽小学校再編シミュレーションを比較検討

▽中学校施設を小学校施設に用途変更する場
合を比較検討

第４回 12月21日

▽中学校校地の選定評価表による比較検討

▽小学校候補地の通学区域における考え方を
検討

第５回 1月18日 ▽中学校校地の選定評価表修正

▽小学校校地の選定評価表の項目検討

第６回 2月15日 ▽小学校校地の選定

第７回 3月 9日 ▽小学校校地の選定評価表修正

▽答申案の検討

学
校
再
編
の
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
す

学
校
再
編
基
本
計
画
の
地
区
説
明
会
を
開
催

❶

❷
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通
学
区
域
再
編
の
時
期
な
ど

必
要
な
事
項
に
関
す
る
こ
と

▽
新
校
開
校
に
当
た
っ
て
は
、
教

育
委
員
会
に
お
い
て
基
本
的
な
方

針
な
ど
を
定
め
た
計
画（
案
）を
策

定
し
、
保
護
者
や
地
域
住
民
へ
の

説
明
に
努
め
、
十
分
意
見
を
聞
き

な
が
ら
具
体
的
な
計
画
を
定
め
る

こ
と
と
さ
れ
た
い
。

▽
新
校
の
開
校
時
期
は
、
市
民
理

解
を
得
な
が
ら
次
の
と
お
り
と
す

る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

①
小
学
校
の
新
校
は
、
令
和
７
年

度
を
め
ど
に
開
校
す
る
よ
う
努
め

ら
れ
た
い
。

②
中
学
校
の
新
校
は
、
令
和
５
年

度
を
め
ど
に
開
校
す
る
よ
う
努
め

ら
れ
た
い
。

■
付
帯
意
見　
再
編
審
議
会
か
ら
、

諮
問
事
項
に
対
す
る
検
討
の
中
で

出
さ
れ
た
意
見
・
要
望
な
ど
を
、

次
の
と
お
り
付
帯
意
見
と
し
て
答

申
の
際
に
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▽
あ
り
方
検
討
委
員
会
で
の
提
言

を
尊
重
し
、
幼
児
教
育
か
ら
義
務

教
育
ま
で
の
一
貫
し
た
教
育
の
推

進
や
、
児
童
・
生
徒
の
公
平
な
学

習
環
境
が
図
ら
れ
る
よ
う
施
設
の

充
実
に
努
め
、
再
編
を
進
め
て
い

た
だ
き
た
い
。

▽
学
校
運
営
に
地
域
社
会
の
参
画

を
得
な
が
ら
、
地
域
に
根
付
い
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
し

て
の
取
り
組
み
の
一
層
の
充
実
を

図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

▽
再
編
に
よ
り
通
学
路
が
変
更
に

な
る
児
童
・
生
徒
に
つ
い
て
は
、

安
全
確
保
に
十
分
配
慮
い
た
だ
き

た
い
。

▽
使
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
校
舎
お

よ
び
校
地
の
利
用
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
、

市
民
の
意
見
を
十
分
尊
重
し
、
有

効
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

▽
新
校
開
校
に
当
た
っ
て
は
、
事

前
に
学
校
間
交
流
な
ど
を
実
施
し
、

児
童
・
生
徒
の
一
体
感
の
醸
成
と

不
安
の
解
消
に
努
め
て
い
た
だ
き

た
い
。

「
大
町
市
学
校
再
編

基
本
計
画
」を
策
定

　
大
町
市
学
校
再
編
基
本
計
画
は
、

大
町
市
少
子
化
社
会
に
お
け
る
義

務
教
育
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
の

報
告
書（
令
和
２
年
１
月
29
日
）お

よ
び
大
町
市
立
学
校
通
学
区
域
再

編
審
議
会
の
答
申
書（
令
和
３
年

３
月
19
日
）を
踏
ま
え
、
次
代
を

担
う
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
望
ま

し
い
教
育
環
境
の
整
備
と
教
育
の

質
の
一
層
の
充
実
を
目
的
と
し
た
、

市
全
体
の
学
校
再
編
に
関
す
る
基

本
方
針
で
す
。
本
計
画
に
基
づ
い

て
学
校
再
編
を
進
め
ま
す
。

「
学
校
再
編
準
備
委
員
会
」

発
足

　
学
校
再
編
準
備
委
員
会
は
、
新

校
開
校
に
向
け
た
検
討
お
よ
び
意

見
集
約
な
ど
の
調
整
機
関
と
し
て
、

新
し
い
学
校
単
位
で
設
置
し
ま
す
。

▽
検
討
調
整
事
項　
閉
校
・
開
校

の
準
備
、
新
校
の
教
育
課
程
、
制

服
・
体
操
着
、
学
校
間
事
前
交
流
、

学
校
運
営
協
議
会
、
施
設
確
認
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織
再
編
な
ど
を
検
討
予

定

大
町
市
学
校
再
編
基
本
計
画

▽
５
月
末　
計
画
案

▽
７
月
中
旬
か
ら
８
月
中
旬

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施

▽
８
月
末　
計
画
決
定
予
定

学
校
再
編
準
備
委
員
会（
中
学
校
）

▽
７
～
８
月　
公
募
委
員

募
集
・
選
定

▽
９
月
中
旬　
再
編
準
備
委
員
会

発
足
予
定

地
区
説
明
会

　
市
内
６
地
区
で
大
町
市
学
校
再

編
基
本
計
画（
案
）の
市
民
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

■
時
間　
午
後
６
時
30
分
～
８
時

■
地
区
・
期
日
・
会
場

▽
大
町
地
区　
６
月
23
日（
水
）

サ
ン
・
ア
ル
プ
ス
大
町

▽
平
地
区　
６
月
25
日（
金
）

平
公
民
館

▽
常
盤
地
区　
６
月
24
日（
木
）

常
盤
公
民
館

▽
社
地
区　
６
月
29
日（
火
）

社
公
民
館

▽
八
坂
地
区　
７
月
１
日（
木
）

八
坂
公
民
館

▽
美
麻
地
区　
７
月
２
日（
金
）

美
麻
公
民
館

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

学校再編
基本計画

学校再編
準備委員会
（中学校）

計画案策定
意見募集

地区説明会
■８月末 計画決定

公募委員
委員会発足

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

❸

マスク着用、２週間以内に発熱などの症状がある場合はご遠慮ください行事などへの参加時
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　市では、新型コロナウイルスで停滞した地域活動を応援するため、今年度限定で、ひとが輝くまちづくり事業
補助金の「はじめようまちづくり活動」「地域創生活動」の申請団体を追加募集します。

対象事業 補助
限度額

審査
方法

補助
回数 事業内容

ま
ち
づ
く
り
事
業

はじめようまちづくり活動
身近な地域の課題やまちづくりに
取り組む新たな活動

20万円 まちづくり
委員会 １

新たに何か始めてみようという活
動（５万円、10万円など少額の補
助も可）

地域創生活動
市が提案するテーマに行政と一緒
に取り組む活動

50万円 公開
審査会 ３

まち・ひと・しごと創生総合戦略、
ＳＤＧｓ未来都市計画などに沿っ
た活動

活動の例
■新型コロナウイルスに対応した新しい生活様式を踏まえた、小・中学校の夏休みや放課後の居場所づくり

▽学習支援

▽アウトドアイベント

▽大学生や高校生とのワークショップ講座

■地域の公園の整備によるコロナ禍のストレス軽減・運動不足解消の場の提供

▽公園の芝張り

▽ベンチやテーブルの設置

▽公園周辺への植栽

■昔から地域で受け継がれてきた郷土料理を継承し、大町市を知ってもらうきっかけづくり

▽郷土料理の講習会

▽郷土料理づくり

▽地域のイベントでの振る舞い

※上記はあくまで一例であり、さまざまなまちづくり活動を支援しますので、お気軽にご相談ください。

事前相談および申し込み
　６月１日（火）から事前相談および申し込みを受け付けます。申し込みは、市民活動サポートセンターにある審
査申込書に必要事項を記入の上、直接、同センターへ。審査申込書は、市ホームページにもあります。

■申込締め切り日　７月12日（月）

　　　　　　　　　　　　　　　大町市　ひとが輝くまちづくり　補助金　

■問い合わせ　市民活動サポートセンター　℡市内線831

コロナで停滞した地域活動を応援します！
ひとが輝くまちづくり事業補助金 追加募集

マスク着用、２週間以内に発熱などの症状がある場合はご遠慮ください行事などへの参加時
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　市連合自治会では通年、自治会の加入促進に取り組んでいますが、特に６月を「強調月間」として加入促
進運動に取り組みます。自治会の加入は、お住まいの地区の自治会長（区長）または市連合自治会事務局へ
お問い合わせください。
■問い合わせ　市連合自治会事務局（市民活動サポートセンター内）　℡市内線831

　自治会は、住民が自分たちの地域のことを考え、お互いに協力し合い、安心・安全な地域社会を形成す
るために組織された任意の団体です。
　私たちの生活に密着した活動を行っており、特に災害時などいざというときは隣近所の助け合いが頼り
になります。近年は少子・高齢化による家族形態の多様化で、自治会の組織力が低下傾向にあり、このま
までは今まで当たり前にあった地域のつながりや安心・安全な暮らしがなくなりかねません。
　市連合自治会では、一人でも多くの人に自治会に加入していただくため、加入促進のＰＲを行います。
この機会に、自治会活動の在り方を考えてみましょう。

触れ合いのある
まちづくり
　地域のさまざまな行事を通じて、住民相互の触
れ合いや子どもから高齢者までの世代間交流を
図っています。

情報のある
まちづくり
　回覧板での自治会内の情報のお知らせや、
自治会活動などを紹介した広報紙「おらほの
まち」などの配布をしています。

きれいで快適な
まちづくり
　春と秋の一斉清掃などで、道路や公園の清
掃活動のほか、ごみ集積所の維持管理を行い、
きれいで快適なまちづくりをしています。

災害に強い
まちづくり
　災害時には隣近所の助け合いが重要です。自主
防災組織を結成し、防災訓練などを行っています。

安全な
まちづくり
　犯罪のない安全なまちづくりのため、防犯灯の
設置・維持管理を行っています。

安心して健やかに暮らせる
まちづくり
　子どもから高齢者まで地域で安心して健やか
に暮らせるように、地域で見守り、支え合う地域
福祉活動や青少年健全育成活動を行っています。

やさしさをまちづくりに！
６月は「自治会加入促進強調月間」
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ご
み
を
山
や
河
川
な
ど
に
捨
て

た
り
埋
め
た
り
す
る
ほ
か
、
ご
み

を
放
置
し
て
い
る
よ
う
な
状
態
も

不
法
投
棄
に
該
当
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
た
と
え
、
自
分
の
土
地

で
あ
っ
て
も
違
法
な
行
為
で
す
。

不
法
投
棄
を
行
う
と
５
年
以
下
の

懲
役
と
１
千
万
円
以
下（
法
人
は

３
億
円
以
下
）の
罰
金
が
待
っ
て

い
ま
す
！ 

ご
み
の
不
法
投
棄
は

絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
ご
み
の
な
い
、
清
潔
で
明
る
い

地
域
に
す
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

不
法
投
棄
防
止
の
取
り
組
み

　
市
で
は
、
環
境
保
全
推
進
員
に

よ
る
巡
視
、
市
職
員
に
よ
る
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
い
、
特
に
不
法
投
棄

が
繰
り
返
さ
れ
る
場
所
に
は
啓
発

看
板
や
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
を
進

め
て
い
ま
す
。

不
法
投
棄
を
見
つ
け
た
ら

通
報
し
て
く
だ
さ
い

　
恒
常
的
な
投
棄
場
所
を
作
ら
せ

な
い
た
め
に
も
、
早
期
発
見
・
早

期
撤
去
に
よ
る
素
早
い
対
応
が
不

法
投
棄
の
抑
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

速
や
か
に
生
活
環
境
課
へ
通
報
し

て
く
だ
さ
い
。

　
行
為
者
に
接
触
す
る
こ
と
は
大

変
危
険
で
す
の
で
、
発
見
し
て
も

無
理
な
声
掛
け
や
写
真
撮
影
は
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

高
瀬
川
右
岸
土
地
改
良
区
・

大
町
市
土
地
改
良
区
か
ら
も

お
願
い
し
ま
す

水
路
に
も

ご
み
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す

　
市
内
を
流
れ
る
水
路
に
多
く
の

ご
み
が
捨
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
空
き
缶
、

瓶
、
食
品
の
空
き
袋
、
家
庭
ご
み
、

季
節
に
よ
っ
て
は
刈
り
草
や
野
菜
、

漬
物
も
流
れ
て
き
ま
す
。
毎
年
、

ご
み
が
下
流
で
詰
ま
っ
た
り
、
あ

ふ
れ
た
り
、
田
ん
ぼ
へ
流
入
す
る

な
ど
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に

も
支
障
が
出
て
い
ま
す
。
水
路
に

ご
み
を
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
高
瀬
川
右
岸
土
地
改
良
区

℡
２
２
・
０
５
２
０

▽
大
町
市
土
地
改
良
区

℡
市
内
線
６
０
４

６
～
９
月
は

「
地
域
環
境
美
化
活
動
期
間
」

　
市
連
合
自
治
会
で
は
、
ご
み
が

落
ち
て
い
な
い
き
れ
い
で
清
潔
な

ま
ち
を
目
指
し
、６
～
９
月
を「
地

域
環
境
美
化
活
動
期
間
」と
し
て

取
り
組
み
ま
す
。

　
私
た
ち
に
は
、
豊
か
な
自
然
環

境
に
恵
ま
れ
た
こ
の
地
域
を
ご
み

の
散
乱
か
ら
守
り
、
後
世
へ
と
引

き
継
ぐ
責
務
が
あ
り
ま
す
。
期
間

中
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
環
境

美
化
を
考
え
る
機
会
と
し
て
い
た

だ
き
、
清
潔
で
明
る
い
地
域
に
す

る
た
め
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

自
治
会
で
の
取
り
組
み

▽
地
区
内
の
パ
ト
ロ
ー
ル
と
点

検
・
整
備

▽
不
法
投
棄
物
の
片
付
け

▽
ご
み
拾
い
や
草
刈
り
な
ど

▽
環
境
美
化
意
識
の
啓
発
・
普
及

を
図
る
た
め
、
回
覧
板
で
の
お
知

ら
せ
や
チ
ラ
シ
の
配
布

▽
不
法
投
棄
防
止
な
ど
の
立
て
札

の
設
置

■
問
い
合
わ
せ　
市
連
合
自
治
会

事
務
局（
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
内
）

℡
市
内
線
８
３
１

大
町
市
青
少
年
補
導
委
員

協
議
会
か
ら
の
お
願
い

　
大
町
市
青
少
年
補
導
委
員
協
議

会
で
は
、
約
70
人
の
補
導
委
員
が

年
間
を
通
し
、
青
少
年
の
健
全
育

成
の
た
め
の
街
頭
補
導
活
動
中
に

ご
み
拾
い
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
通
学
路
に
ご
み
や
た
ば
こ

の
ポ
イ
捨
て
が
目
立
ち
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育
つ
よ
う
、

清
潔
で
明
る
い
地
域
・
環
境
づ
く

り
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

大
町
市
青
少
年
補
導
委
員
協
議
会

（
生
涯
学
習
課
内
）

℡
市
内
線
６
２
５

■
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係

℡
市
内
線
４
６
１

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
！
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農
薬
の
取
り
扱
い
が
増
え
る
６
～
８
月
は「
農
薬
危
害
防
止
運
動
期
間
」で
す
。
農
薬
に
関
す
る

正
し
い
知
識
の
習
得
と
適
正
な
使
用
を
心
掛
け
、
農
薬
に
よ
る
事
故
の
発
生
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ　
農
林
水
産
課
農
業
振
興
係　
℡
市
内
線
６
３
５
・
６
３
６

近
隣
・
周
囲
の
環
境
に

気
を
付
け
ま
し
ょ
う

　
周
囲
に
十
分
な
注
意
や
配
慮
を

せ
ず
に
農
薬
を
使
用
す
る
と
、
事

故
や
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
な
が
り
ま

す
。
散
布
す
る
と
き
に
は
、
近
隣

の
住
民
へ
事
前
に
周
知
し
ま
し
ょ

う
。
周
辺
の
環
境
、
地
形
、
時
間

帯
、
天
候
、
風
向
き
な
ど
を
十
分

に
考
え
、
薬
剤
の
飛
散
や
流
出
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　
学
校
・
保
育
園
・
病
院
・
公
園

な
ど
の
公
共
施
設
や
、
住
宅
地
と

近
接
す
る
農
地
な
ど
で
は
、
健
康

被
害
が
生
じ
な
い
よ
う
、
特
に
配

慮
が
必
要
で
す
。

農
薬
の
飛
散
防
止
に
最
大

限
の
配
慮
を
し
ま
し
ょ
う

　
誘
引
・
塗
布
・
樹
幹
注
入
・
粒

剤
な
ど
、
飛
散
の
少
な
い
農
薬
を

活
用
し
ま
し
ょ
う
。
や
む
を
得
ず

日
頃
の
点
検
と
早
期
駆
除
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
ガ
の
一
種
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
シ

ロ
ヒ
ト
リ
の
幼
虫
は
、
県
内
で
は

通
常
６
月
上
旬
か
ら
７
月
上
旬
と
、

８
月
上
旬
か
ら
９
月
上
旬
の
年
２

回
発
生
し
、
桜
や
果
樹
、
豆
類
、

野
菜
な
ど
を
食
害
し
ま
す
。
ふ
化

し
た
幼
虫
を
そ
の
ま
ま
に
す
る
と
、

集
団
で
食
害
し
、
周
囲
の
樹
木
ま

で
被
害
が
拡
大
す
る
た
め
、
樹
木

を
所
有
す
る
人
は
日
頃
の
点
検
と

早
期
の
駆
除
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
を

見
つ
け
た
ら

1　
ふ
化
し
て
間
も
な
い
幼
虫

　
は
、
ク
モ
の
糸
が
絡
ん
だ

よ
う
な
袋
状
の
巣
に
い
ま
す
。
巣

ご
と
枝
先
を
切
り
取
り
、
踏
み
つ

ぶ
す
な
ど
し
て
駆
除
し
て
く
だ
さ

い
。（
こ
の
時
期
の
駆
除
が
一
番
効

果
的
で
す
）

2　
発
見
が
遅
れ
、
幼
虫
が

　
分
散
し
た
と
き
は
、
薬
剤

で
駆
除
し
ま
す
。
散
布
す
る
場
合

は
、
薬
剤
が
飛
散
し
な
い
よ
う
注

農
薬
を
散
布
す
る
場
合
は
、
害
虫

の
発
生
箇
所
の
み
に
散
布
す
る
な

ど
、
最
小
限
の
散
布
に
と
ど
め
ま

し
ょ
う
。

　
無
風
ま
た
は
風
が
弱
い
と
き
に

行
い
、
作
業
中
の
風
向
き
に
注
意

す
る
ほ
か
、
飛
散
を
抑
制
す
る
ノ

ズ
ル
の
使
用
や
動
力
噴
霧
器
の
圧

力
を
上
げ
過
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

意
が
必
要
で
す
。
使
用
す
る
薬
剤

は
樹
木
に
よ
り
異
な
り
、
使
用
基

準
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
農
薬

販
売
店
な
ど
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

3　

自
ら
駆
除
で
き
な
い
場

　
合
は
、
造
園
・
害
虫
処

理
業
者
に
直
接
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

薬
剤
散
布
用
動
力
噴
霧
機
の

無
料
貸
し
出
し

　
市
で
は
、
薬
剤
散
布
用
の
動
力

噴
霧
機
を
無
料
で
貸
し
出
し
て
い

ま
す
。
地
域
で
連
携
し
、
一
斉
に

散
布
す
る
と
効
果
的
で
す
。
自
治

会
な
ど
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み　
農
林
水
産
課
農
業

振
興
係
に
あ
る
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
同
係
へ
。

※
事
前
に
電
話
予
約
で
き
ま
す
。

■
そ
の
他　
薬
剤
や
燃
料（
ガ
ソ

リ
ン
）、
軽
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
運

搬
手
段
は
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

農
林
水
産
課
農
業
振
興
係

℡
市
内
線
６
３
５
・
６
３
６

最
新
の
情
報
を

入
手
し
ま
し
ょ
う

　
新
た
な
残
留
基
準
値
に
基
づ
き
、

使
用
方
法
が
変
更
さ
れ
た
農
薬
が

あ
り
ま
す
。
従
来
か
ら
使
用
し
て

い
る
農
薬
で
も
、
必
ず
最
新
の
情

報
を
購
入
先
な
ど
で
確
認
し
て
か

ら
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

６
～
８
月

農薬による
事故防止のための
注意事項

▽農薬の調製または散布を行うときは、
農薬用マスク・保護メガネなどの防
護装備を着用しましょう。

▽使い慣れた農薬でも使用前に必ずラ
ベルを再確認しましょう。

▽農薬を他の容器（特に飲食物の容器）
に移し替えないようにしましょう。

▽毒物または劇薬に該当する農薬だけ
でなく、農薬は全て、安全な場所に
鍵を掛けて保管しましょう。

農
薬
危
害
防
止
運
動
期
間

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
か
ら

樹
木
を
守
り
ま
し
ょ
う
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「
児
童
手
当
現
況
届
」は
、
前
年

の
所
得
や
養
育
状
況
な
ど
を
確
認

し
、
引
き
続
き
手
当
が
受
け
ら
れ

る
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。
現
況
届
を
提
出
し
な
い
と
、

受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
手
当
が
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

■
提
出
期
限　
６
月
30
日(

水
）

■
受
付
窓
口（
郵
送
先
）

▽
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係

▽
市
八
坂
支
所
民
生
係

▽
市
美
麻
支
所
民
生
係

■
夜
間
受
付
日　
６
月
30
日（
水
）

子
育
て
支
援
課
窓
口
で
、
午
後
７

時
ま
で

■
届
け
出
に
必
要
な
も
の

▽
児
童
手
当
現
況
届（
変
更
な
ど

あ
る
場
合
は
修
正
し
て
く
だ
さ
い
）

■
郵
送
提
出
に
つ
い
て　
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
の

た
め
、
現
況
届
通
知
に
同
封
の
返

信
用
封
筒
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
水
道
に
つ
い
て
皆
さ
ん
の
理
解

と
関
心
を
高
め
、
公
衆
衛
生
の
向

上
と
生
活
環
境
の
改
善
を
図
る
た

め
、
６
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の

１
週
間
を「
水
道
週
間
」と
し
て
、

全
国
一
斉
に
水
道
事
業
に
対
す
る

啓
発
活
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
い
つ
で
も
流

れ
出
る
安
心
・
安
全
な
水
が
家
に

た
ど
り
着
く
ま
で
に
は
、
た
く
さ

ん
の
過
程
を
経
て
い
ま
す
。
こ
の

機
会
に
理
解
を
深
め
て
み
ま
せ
ん

か
。安

心
・
安
全
な

大
町
市
の
水
道
水

　
大
町
市
で
初
め
て
水
道
を
整
備

し
た
の
は
大
正
13
年
で
す
。
水
道

水
の
水
源
は
、
居
谷
里
水
源
を
は

じ
め
27
カ
所
あ
り
、
良
質
で
安

心
・
安
全
な
水
を
供
給
で
き
る
よ

う
に
、
国
が
定
め
て
い
る
水
質
基

準
に
基
づ
き
、
水
質
検
査
機
関
に

よ
る
定
期
監
査
の
ほ
か
、
水
系
ご

と
に
残
留
塩
素
の
水
質
検
査
を
行

今
年
度
の
児
童
手
当
の
支
給
日

▽
６
月
期　
６
月
10
日（
木
）

▽
10
月
期　
10
月
８
日（
金
）

▽
２
月
期　
４
年
２
月
10
日（
木
）

■
支
給
額（
金
額
は
月
額
）

▽
３
歳
未
満（
一
律
）

…
…
…
…
…
…
１
万
５
０
０
０
円

▽
３
歳
以
上
小
学
校
修
了
前

（
第
１
・
２
子
）…
…
…
…
１
万
円

▽
３
歳
以
上
小
学
校
修
了
前

（
第
３
子
以
降
）

…
…
…
…
…
…
１
万
５
０
０
０
円

▽
中
学
生（
一
律
）…
…
…
１
万
円

▽
所
得
制
限
超
過
世
帯
の
児
童

（
一
律
）

…
…
５
０
０
０
円（
６
月
分
か
ら
）

■
問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係　

℡
市
内
線
６
８
５
・
７
５
７

い
、
色
・
濁
り
を
毎
日
検
査
し
て

い
ま
す
。
現
在
、
大
町
市
の
水
は
、

全
て
の
水
質
基
準
に
適
合
し
て
い

ま
す
の
で
、
安
心
し
て
水
道
水
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

漏
水
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

　
上
下
水
道
使
用
量
の
お
知
ら
せ

（
検
針
票
）に
、
前
年
同
期
の
水
道

使
用
量
を
表
示
し
て
い
ま
す
。
前

年
同
期
と
比
べ
使
用
量
が
極
端
に

増
え
て
い
れ
ば
、
漏
水
し
て
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
水
道
の
修
理

な
ど
が
必
要
な
場
合
は
、
大
町
市

水
道
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

で
施
工
を
お
願
い
し
ま
す
。

水
道
水
で

手
洗
い
・
う
が
い
を

し
ま
し
ょ
う
！

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
水
道
水
で
こ
ま

め
な
手
洗
い
や
う
が
い
を
し
て
、

感
染
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

上
下
水
道
課
経
営
係

℡
市
内
線
７
２
１

　

水
道
水
の
お
い
し
さ
を

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
上

白
沢
水
源
の
湧
水
を
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
に
詰
め
た「
信
濃
大

町 

湧
水
」を
製
造
販
売
し
て

い
ま
す
。
国
際
的
な
評
価
機

関
の
モ
ン
ド
セ
レ
ク
シ
ョ
ン

で
、
昨
年
度
ま
で
３
年
連
続

最
高
金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

上
下
水
道
課
窓
口
の
ほ
か
、

山
岳
博
物
館
、
総
合
体
育
館

な
ど
に
設
置
し
た
自
動
販
売

機
や
、
市
内
の
販
売
店
で
購

入
で
き
ま
す
。

児
童
手
当
現
況
届
の

提
出
を

生
活
も 

ウ
イ
ル
ス
予
防
も 

蛇
口
か
ら

第
63
回
水
道
週
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

６
月
１
日
～
７
日
は
水
道
週
間
で
す

マスク着用、２週間以内に発熱などの症状がある場合はご遠慮ください行事などへの参加時
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ベートーベン生誕250周年記念
「梯剛之ピアノコンチェルト

in北アルプス」
■日時　９月４日（土）　午後２時開演
■会場　文化会館
■演目
第１部

▽梯剛之オープニング演奏

▽ベートーベン生誕250周年記念合唱団＆オーケストラ
①ベートーベン作曲「自然における神の栄光」
②長野県歌「信濃の国」

第２部

▽交響曲第５番「運命」
オーケストラ：アンサンブル・グラツィオーソ
指揮：粟

あ

飯
い

原
はら

亮太
第３部

▽ピアノ協奏曲第５番「皇帝」
梯剛之＆オーケストラ

■チケット（全席指定）　６月５日（土）より発売

▽一般3,000円

▽子ども（小学生～高校生）2,000円

▽Ｓ席4,000円

入船亭扇遊　独演会
　脇目も振らず王道を歩み続けてこられた
入船亭の総師、扇遊師匠の独演会です。

■日時　７月17日（土）
　午後５時30分開場、午後６時開演
■会場　サン・アルプス大町　大会議室
■チケット　全席自由　2,000円
■チケット発売日
　[文化会館] ６月20日（日）

入船亭扇遊（いりふねてい・せんゆう）
1953年
　静岡県生まれ
1972年
　入船亭扇橋に入門　前座名「扇ぽう」
1977年
　二ツ目昇進「扇好」と改名
1983年
　ＮＨＫ新人落語コンクール優秀賞
　国立演芸場若手花形演芸会金賞
1985年
　真打昇進「扇遊」と改名
　日刊飛切落語会奨励賞
1992年
　「入船亭扇遊独演会」にて文部省芸術祭賞受賞
2010年
　落語協会理事に就任

梯剛之（かけはし・たけし）
　生後わずか１カ月で、小児がんにより光を失った梯
剛之。血のにじむ努力によって類まれな才能を開花さ
せ、多くの国際コンクールで優勝や入賞し、カーネギー
ホールやウィーン学友ホールでデビュー。世界各地の
オーケストラと共演し、魂から湧き上がる旋律を奏で
る奇跡の天才ピアニストと称されている。
　自身の演奏活動の傍ら、クラッシック音楽普及のた
めに長年にわたりボランティア活動で「子どもに伝える
クラッシック」を展開している。モーツァルト、シュー
ベルト、ベートーベンのＤＶＤ三部作を製作し、全国
の小学校、特別支援学校に寄贈。さらに、この地域の
演奏活動の際は、アウトリーチとして小学校や福祉施
設を訪問し普及に努める活動を行っている。

各イベントは、新型コロナウイルス対策を講じての開催となります。

■問い合わせ　文化会館（大町公民館）　℡・有線22-9988　　　　　　　  文化会館ホームページ→

文化会館インフォメーション
おかげさまで開館35周年

マスク着用、２週間以内に発熱などの症状がある場合はご遠慮ください行事などへの参加時
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　地方分権時代を迎え、市町村職員には、積極的に地域固有の政策
課題に取り組んでいくことが求められています。
　大町市でも、時代の変化を常に認識し、新たな発想と課題に挑戦
する高い意欲と能力のある職員を求めています。協調性と創造性に
富み元気な人、市民の皆さんと共に「未来を育む ひとが輝く 信濃お
おまち」をつくっていきませんか。

　受験案内・試験申込書は、庶務課職員係でお渡しします。郵送で請求する場合は、94円切手を貼り宛名を記入
した返信用封筒（長３サイズ）を同封してください。市ホームページからもダウンロードできますが、提出すると
きは普通紙Ａ４サイズを使用してください。 詳しくは、受験案内をご覧ください。
■郵送請求先・問い合わせ　〒398-8601　大町市大町3887番地　大町市役所総務部庶務課職員係
　℡市内線513 

募集職種 一級建築士 保育士（経験者） 保健師

募集人数 若干名 若干名 若干名

募集条件

昭和56年４月２日～
平成９年４月１日生まれ

昭和51年４月２日～
平成３年４月１日生まれ

平成３年４月２日～
平成12年４月１日生まれ

一級建築士の
資格を有する人

　現に保育士の資格を有し、保育園（無
認可のものを除く）、幼稚園（無認可の
ものを除く）または認定こども園の職務
経験を５年以上有する人

▽職務経験を５年以上とは、週の正規勤
務時間が30時間以上の職務経験に限
るものとし、その期間が令和３年６月
１日現在において、５年以上を満たし
ていることが必要になります。

▽職務経験は該当する職に１年以上継続
して就業した期間を該当とします。

▽職務経験が複数ある場合には、その期
間を通算できます。ただし、同一期間
内に複数の職務経験を有する場合は、
当該期間内の職務経験はいずれか一方
の職務に限りその期間を通算すること
ができます。

▽育児休業期間は、職務経験に含めるこ
とはできません。

▽２次試験合格者は、職務経験を証明す
るため、職歴証明書またはこれに相当
する書類の提出が必要になります。

保健師の資格を有するか、
資格取得見込みの人

　募集条件として住所要件はありませんが、地域活動への参加や災害等の非常時への迅速な対応
のため、採用後は原則として、市内へ居住することを要件とします。

受付期間 ６月２日（水）～17日（木）

１次試験 ７月11日（日）

２次試験 １次試験合格者を対象に８月29日（日）の予定

令和４年４月採用

大町市職員募集
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
抑
止
の
切
り
札
、
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
は
、
４
月
か
ら
の
高

齢
者
接
種
が
順
調
に
進
み
、
５

月
中
に
は
４
５
３
人
の
２
回
目

の
接
種
が
終
了
す
る
見
込
み
で

す
。
ま
た
、
申
し
込
み
は
、
５

月
19
日
現
在
、
中
央
保
健
セ
ン

タ
ー
で
の
集
団
接
種
と
大
町
病

院
は
じ
め
市
内
医
院
と
診
療

所
合
わ
せ
て
約
８
１
０
０
人
、

79
・
５
％
の
方
が
受
け
付
け
を

済
ま
せ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
高

齢
者
施
設
に
入
所
さ
れ
て
い
る

巡
回
接
種
の
方
を
合
わ
せ
る
と
、

高
齢
者
全
体
の
約
84
％
に
上
り

ま
す
。
来
月
中
に
は
高
齢
者
の

優
先
接
種
を
終
了
す
る
予
定
で

す
。

　
今
月
中
旬
か
ら
は
、
基
礎
疾

患
を
持
つ
方
と
高
齢
者
施
設
従

事
者
の
受
け
付
け
を
開
始
し
、

次
い
で
、
64
歳
以
下
の
方
は
来

月
か
ら
受
け
付
け
を
開
始
し
、

最
終
的
に
10
月
下
旬
ま
で
に
希

望
さ
れ
る
方
の
接
種
が
終
わ
る

よ
う
迅
速
に
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ま
が
安
心
し

て
安
全
に
接
種
が
受
け
ら
れ
ま

す
よ
う
医
師
会
な
ど
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
接
種
体
制
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

　
８
月
21
日
開
会
の
北
ア
ル
プ

ス
国
際
芸
術
祭
は
、
作
品
制
作

な
ど
の
準
備
を
進
め
て
お
り
、

先
月
15
日
か
ら
30
日
ま
で
の

土
・
日
曜
日
に
、
旧
大
町
北
高

校
内
の
作
品
を
は
じ
め
、
市
内

５
つ
の
ア
ー
ト
エ
リ
ア
の
12
作

品
を
先
行
公
開
し
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
れ
に
合
わ
せ
鑑
賞
パ
ス

ポ
ー
ト
の
前
売
り
も
15
日
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。

　
先
行
公
開
で
も
、
来
場
者
や

市
民
の
皆
さ
ま
、
ス
タ
ッ
フ
な

ど
の
安
全
を
最
優
先
し
、
徹
底

し
た
感
染
防
止
に
努
め
ま
し
た
。

芸
術
祭
会
期
中
も
万
全
の
態
勢

で
臨
む
た
め
、
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
感
染
防
止
対
策

の
点
検
を
進
め
ま
す
。

　
現
在
も
、
全
国
の
感
染
の
先

行
き
は
見
通
せ
ま
せ
ん
が
、
感

染
防
止
対
策
を
徹
底
し
た
上
で
、

開
催
の
準
備
を
進
め
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
後
も
持
続
可
能
な
地

域
づ
く
り
の
た
め
、
市
民
生
活

と
経
済
活
動
の
一
日
も
早
い
再

開
に
向
け
、
全
力
を
尽
く
し
て

ま
い
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
参
画
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　市議会は、５月10日・11日に臨時会を開き、正副議長、常任委員会などの構成を決めました。
　議長、副議長は、次のとおりです。（敬称略）

議長

二條孝夫　

副議長

降旗達也　

　常任委員会、議会運営委員会の構成は、次のとおりです。
（◎委員長、○副委員長　敬称略）

▽総務産業委員会
◎傳刀健、○太田昭司、山本みゆき、二條孝夫、宮田一男、大和幸久、岡秀子、大厩󠄃富義

▽社会文教委員会
◎平林英市、○中村直人、大竹真千子、降旗達也、神社正幸、髙橋正、一本木秀章、中牧盛登

▽議会運営委員会
◎大厩󠄃富義、○山本みゆき、大竹真千子、傳刀健、平林英市、大和幸久、岡秀子

■問い合わせ　議会事務局　℡市内線581

こんにちは
牛越です
こんにちは
牛越です
【第135回】

ワクチン接種と
芸術祭の準備進む

大町市長　牛越徹

正副議長・
委員会構成が決まりました市議会
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　食育月間は、食育の充実と定着を図るため、食育推進基本計画により定められています。
　大町市は豊かな自然に恵まれ、きれいな水と良質な野菜がとれる恵まれた地域です。生涯にわたって健康で生
き生きと暮らすことができるように、子どもも大人も食や健康に関心を持ち、栄養バランスを意識した食事や地
元産食材の積極的な利用などに取り組んでいきましょう。

■問い合わせ　中央保健センター　℡・有線23-4400

　家族や仲間と楽しみながら食べ
る食事は、心も体も元気にします。
※新型コロナウイルス感染症予防

のために、会話をするときはマ
スクを着用しましょう。

　朝食の摂取は、健康的な生活習
慣につながります。

　主食・主菜・副菜を組み合わせ
た食事で、バランスの良い食生活
を心掛けましょう。

　適正体重の維持や減塩に努めて、
生活習慣病を予防します。

　よくかんで食べることは、顎・
味覚の発達や消化を助け、認知症
予防にもつながります。

　食品の安全性などについての基
礎的な知識を持ち、食品の衛生面
にも配慮しましょう。

　いつ起こるかも知れない災害を
意識し、非常時のための食料品を
備蓄しておきましょう。

　ＳＤＧｓの目標である持続可能
な社会を達成するため、環境に配
慮した農林水産物・食品を購入し
たり、食品ロスの削減を進めたり
します。

　地域で採れた農林水産物などを
消費することは、食を支える農林
水産業や地域経済の活性化、環境
負荷の低減につながります。

　農林漁業を体験して、食や農林
水産業への理解を深めます。

　地域の郷土料理や伝統料理など
の食文化を大切にして、次の世代
への継承を図ります。

　生涯にわたって心も体も健康で
いるために「食」について考え、で
きることから取り組んでいきま
しょう。

６月は 食育月間です

食育の取り組み例
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　市では昨年度に引き続き、食育推進・
健康増進事業の一環として、健康に配
慮したメニューを提供する飲食店を巡
る「バランスごはんスタンプラリー」を
秋に開催する予定です。ご協力いただ
ける市内飲食店の皆さんを募集します
ので、ぜひご応募ください。

■問い合わせ　中央保健センター　℡・有線23-4400　Ｅメールhokencenter@city.omachi.nagano.jp

■募集期間　６月１日（火）～７月30日（金）

▽バランスごはんスタンプラリー期間　10月９日（土）～11月30日（火）

■対象店舗　市内飲食店（仕出し・テイクアウト含む）

■応募要件　次の①～④を満たすメニューを、１品以上提供すること
①主食・主菜・副菜がそろっている
②エネルギー500～700kcal程度
③野菜量140ｇ以上（海藻・キノコ類含む、イモ類を除く）
④食塩相当量４ｇ以下

▽主食目安量　飯なら150～200ｇ程度

▽主菜目安量　魚、肉、卵、大豆製品60～150ｇ程度

■申し込み　電話で、中央保健センターへ。

■その他

▽参加したい、興味がある、要件を満たしているか確認したいなどのご相談は、６月１日（火）～７月30日（金）に
ご連絡ください。

▽メニュー検討や栄養価計算などの相談にも応じます。

▽新型コロナウイルス感染症の感染状況によっては、バランスごはんスタンプラリーを延期または中止する場合
があります。

▽参加店舗の皆さんは、新型コロナウイルス感染症防止対策にご協力をお願いします。

■実施背景
　市では、高血圧や高血糖の人が増加傾向にあります（平成30年度国保特定健診結果より）。生活習慣病の発症
や重症化には習慣的な食事内容が影響しますが、家庭で栄養バランスの取れた食事を取ることが難しい、野菜が
十分に取れない、という場合もあります。そこで、①家庭外でも健康に配慮した食事を取れる環境をつくること、
②スタンプラリーを通して日頃の食事内容を振り返り、健康的な食事の目安を確認する機会をつくること─を主
な目的として、健康に配慮したメニューを提供する飲食店を募集し、バランスごはんスタンプラリーを開催します。

大町市キャラクター
おおまぴょん

　　　バランスごはん
スタンプラリー参加協力店

飲食店の皆さんへ

募集
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～長野県大町建設事務所より継続的に情報を発信します～

　今回は、地域高規格道路松本糸魚川連絡道路についてご説明します。

地域高規格道路とは
　高速道路網と一体となって高
速交通体系を築き、地域相互の
交流促進・連携強化を図る質の
高い道路のこと。サービス速度
は路線全体としておおむね60
㎞/ｈ以上を確保します。

松本糸魚川連絡道路とは
　北アルプス地域は高速交通
ネットワークの空白地帯であり、
高速道路へのアクセス性が低い
ことが、企業誘致や観光誘客、
重篤患者の救急搬送の上で課題
となっていることから、北アル
プス地域と松本地域や糸魚川地
域とを結ぶ地域高規格道路の調
査検討・整備を進め、地域経済
の活性化と地域住民の利便性の
向上を目指します。
　なお、道路計画の目標は以下
のとおりとします。

１ 災害に強い道路
２ 交通の円滑化
３ 地域活性化（産業・観光等）
４ 安全な暮らしの確保
５ 環境・景観の保全

■問い合わせ　大町建設事務所整備・建築課計画調査係　℡23-6534(直通)　　23-6532
　Ｅメールomachiken-matsuito@pref.nagano.lg.jp

地域を支える松本糸魚川連絡道路の整備
松本糸魚川連絡道路ニュース　　Vol.28

長野県PRキャラクター「アルクマ」
©アルクマ
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国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園

お
で
か
け
通
信
○130

　
６
月
の
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園（
大
町
・
松
川
地
区
）は
、
梅

雨
の
時
期
で
も
楽
し
め
る
ク
ラ
フ
ト
体
験
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。

　
木
の
実
や
木
の
枝
を
使
っ
た
工
作
だ
け
で
な
く
、
ス
プ
ー
ン
や

小
皿
作
り
な
ど
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
開
催
し
ま
す
。
手
作
り
作

品
で
、
日
々
の
暮
ら
し
を
あ
な
た
ら
し
く
特
別
な
も
の
に
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

■
問
い
合
わ
せ　
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
（
大
町
・
松
川
地
区
）　
℡
２
１
・
１
２
１
２

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
小
皿
つ
く
り
」

　
地
元
産
の
ア
カ
マ
ツ
を
使
っ
て

小
皿
を
作
り
ま
す
。
ウ
ッ
ド
バ
ー

ニ
ン
グ
で
好
き
な
絵
や
模
様
を
描

い
て
あ
な
た
だ
け
の
小
皿
を
作
ろ

う
。

■
日
時　
６
月
12
日（
土
）・
13
日

（
日
）、７
月
３
日（
土
）・４
日（
日
）

■
場
所　
入
口
広
場（
雨
天
時
は

レ
ス
ト
ラ
ン
テ
ラ
ス
席
）

■
定
員　
各
回
先
着
４
人

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
参
加
費　
１
０
０
０
円

■
協
力　

Kibocco

ク
ラ
フ
ト
体
験

「
ア
ル
プ
ス
の
ち
ょ
う
蝶ち

ょ
う

」

　
木
の
実
や
木
の
枝
を
使
っ
て
、

か
わ
い
い
蝶
々
を
作
り
ま
す
。

■
日
時　
６
月
15
日（
火
）～
７
月

２
日（
金
）　
①
午
前
９
時
30
分
～

11
時
30
分
、
②
午
後
１
時
～
３
時

■
場
所　
森
の
体
験
舎

■
参
加
費　
２
０
０
円

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
紙
漉す

き
体
験
」

　
昔
な
が
ら
の
方
法
で
、
紙
を
す

い
て
和
紙
の
は
が
き
を
作
り
ま
す
。

好
き
な
色
や
植
物
の
葉
っ
ぱ
を
入

れ
て
、
世
界
に
一
つ
だ
け
の
作
品

を
作
っ
て
み
よ
う
！

■
日
時　
６
月
26
日（
土
）・
27
日

（
日
）　
①
午
前
11
時
～
、
②
午
前

11
時
40
分
～
、
③
午
後
１
時
～
、

④
午
後
１
時
40
分
～
、
⑤
午
後
２

時
20
分
～
、
⑥
午
後
３
時
～

■
場
所　
入
口
広
場（
雨
天
時
は

レ
ス
ト
ラ
ン
テ
ラ
ス
席
）

■
定
員　
各
回
先
着
10
人

■
参
加
費　
５
０
０
円

■
協
力　
松
﨑
和
紙

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
リ
ュ
ー
タ
ー
体
験
」

　
ペ
ン
型
の
リ
ュ
ー
タ
ー
と
い
う

機
械
を
使
っ
て
、
ガ
ラ
ス
の
コ
ッ

プ
に
絵
や
模
様
を
描
き
ま
す
。

■
日
時　
７
月
３
日（
土
）・
４
日

（
日
）　
①
午
前
11
時
～
、
②
午
後

１
時
～
、
③
午
後
２
時
30
分
～

■
場
所　
入
口
広
場（
雨
天
時
は

レ
ス
ト
ラ
ン
テ
ラ
ス
席
）

■
定
員　
各
回
先
着
５
人

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
参
加
費　
１
０
０
０
円

■
協
力　
あ
づ
み
野
ガ
ラ
ス
工
房

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
公
園
内
施
設

の
利
用
制
限
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の

中
止
・
変
更
を
行
う
場
合
が
あ

り
ま
す
。
ご
来
園
の
際
に
は
、
公

園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
い
た

だ
く
か
、
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
共
通
事
項
】

▽
料
金
の
掲
載
の
な
い
も
の
は
無

料
で
す
が
、
入
園
料
は
必
要
で
す

（
中
学
生
以
下
無
料
）。

▽
申
し
込
み
の
掲
載
の
な
い
も
の

は
、
当
日
直
接
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
、公
園
管
理
セ
ン
タ
ー（
大

町
・
松
川
地
区
）に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。
事
前

の
電
話
予
約
も
承
っ
て
い
ま
す
。

http://w
w

w
.azum

ino-koen.jp/

①
午
前
10
時
～
、
②
午
前
11
時
30

分
～
、
③
午
後
１
時
30
分
～
、
④

午
後
３
時
～

■
場
所 

入
口
広
場（
雨
天
時
は
レ

ス
ト
ラ
ン
テ
ラ
ス
席
）

■
定
員　
各
回
先
着
５
人

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
参
加
費　
１
５
０
０
円

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
ア
ル
ミ
叩
き
出
し

手
作
り
ス
プ
ー
ン
つ
く
り
」

　
平
ら
な
ア
ル
ミ
板
を
ハ
ン
マ
ー

で
た
た
い
て
ス
プ
ー
ン
を
作
り
ま

す
。

■
日
時　
６
月
12
日（
土
）・
13
日

（
日
）　
①
午
前
11
時
～
、②
正
午
～
、

③
午
後
１
時
～
、
④
午
後
２
時
～
、

⑤
午
後
３
時
～

紙漉体験

アルミ叩き出し
手作りスプーンつくり

小皿つくり

マスク着用、２週間以内に発熱などの症状がある場合はご遠慮ください行事などへの参加時
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T O P I C S

と ★き ★め ★き

マイ・シティー

ときめきマイ・シティー

山
岳
博
物
館
で
自
然
観
察
ツ
ア
ー
な
ど
を
開
催

上
下
水
道
事
業
経
営
審
議
会
が
答
申

水
道
料
金
は
据
え
置
き

大
町
市
消
防
団 

総
合
訓
練
を
実
施

北
ア
ル
プ
ス
国
際
芸
術
祭

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
・
先
行
公
開
展
を
開
催

　
山
岳
博
物
館
で
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
期
間
を
中
心
に
各
種
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
５
月
４
日
に
は「
鷹
狩
山
自
然
観

察
ツ
ア
ー
」を
実
施
し
ま
し
た
。
参

加
し
た
10
人
の
皆
さ
ん
は
、
博
物
館

の
学
芸
員
と
一
緒
に
鷹
狩
山
に
入
り
、

自
然
の
中
に
住
む
動
物
た
ち
の
痕
跡

を
た
ど
り
ま
し
た
。
参
加
し
た
西
澤

佑
真
君
＝
北
小
３
年
＝
は「
鳥
を
２

回
見
つ
け
ら
れ
て
き
れ
い
だ
っ
た
。

楽
し
か
っ
た
」と
野
鳥
観
察
な
ど
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

同
日
付
属
園
で
は
、
飼
育
・
栽

　
４
月
30
日
、
上
下
水

道
事
業
経
営
審
議
会
が

牛
越
市
長
に
、
水
道
料

金
据
え
置
き
な
ど
の
内

容
を
答
申
し
ま
し
た
。

　
市
は
昨
年
11
月
、
３

年
に
１
度
見
直
し
て
い

る
水
道
料
金
の
改
定
に

つ
い
て
諮
問
し
、
審
議

会
は
４
回
の
会
議
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。
水
道

事
業
は
、
人
口
減
少
な
ど
に
よ
り
給
水
収
益
は
減
少

　

大
町
市
消
防
団（
平

出
誠
二
団
長
）は
５
月

９
日
、
総
合
体
育
館
小

ア
リ
ー
ナ
と
第
１
・
第

２
屋
内
運
動
場
を
会
場

と
し
て
総
合
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
訓
練
は
消
防
団

員
の
技
術
と
資
質
の
向

上
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、

消
防
団
員
約
１
４
０
人

が
参
加
し
て
規
律
訓
練
、

　

５
月
15
日
～
30
日

の
土
・
日
曜
日
に
、
旧

大
町
北
高
等
学
校
を

中
心
と
し
て
市
内
各

所
で
北
ア
ル
プ
ス
国

際
芸
術
祭
２
０
２
０

－

２
０
２
１
プ
レ
イ

ベ
ン
ト
・
先
行
公
開
展

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

８
月
21
日
に
開
幕

す
る
北
ア
ル
プ
ス
国

培
し
て
い
る

動
植
物
た
ち

に
つ
い
て
飼

育
員
が
解
説

す
る「
ど
う

ぶ
つ
観
察
ツ

ア
ー
」を
実

施
し
ま
し
た
。

飼
育
員
が
園

内
を
回
り
な

が
ら
、
動
植

物
の
生
態
や

個
体
の
生
育
状
況
な
ど
を
解
説
し
、
参
加

者
は
興
味
深
く
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
余

剰
水
を
飲
料
水
製
造
事
業
者
に

販
売
す
る
原
水
供
給
で
の
収
益

が
安
定
し
て
お
り
、
主
要
な
財

源
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
行
の

料
金
体
系
に
つ
い
て
は
、
少
量

使
用
者
の
負
担
軽
減
に
配
慮
さ

れ
、
水
需
要
減
少
に
伴
う
料
金

収
入
の
影
響
を
受
け
に
く
い
仕

組
み
だ
と
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
水
道
料
金

に
つ
い
て
、
料
金
水
準
・
料
金

体
系
は
３
年
度
か
ら
５
年
度
ま

で
の
３
年
間
、
据
え
置
き
と
す

る
答
申
と
な
り
ま
し
た
。

水
防
訓
練
、
救
護
訓
練

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
救
護
訓
練
で
講
師
を

務
め
た
奥
村
照
美
さ
ん

（
本
部
分
団
・
救
護
部

長
）は「
今
は
救
護
部
が

主
体
と
な
っ
て
訓
練
を

行
っ
て
い
る
が
、
こ
の

先
ど
の
よ
う
な
大
災
害

な
ど
が
起
こ
る
の
か
分

か
ら
な
い
の
で
、
消
防

団
員
全
員
が
応
急
処
置

で
き
る
よ
う
に
訓
練
を

重
ね
て
い
き
た
い
」と

話
し
ま
し
た
。

際
芸
術
祭
に
先
立
ち
、
先
行
で
完
成
し
た

作
品
12
点
を
公
開
し
ま
し
た
。

　
旧
大
町
北
高
等
学
校
に
展
示
さ
れ
た
原

倫
太
郎
＋
原
游
さ
ん
の「
ウ
ォ
ー
タ
ー
ラ

ン
ド
～
小
さ
な
大
町
～
」は
、
信
濃
大
町

の
大
自
然
、
四
季
、
動
物
、
建
物
、
人
々

の
生
活
、
伝
承
な
ど
を
ミ
ニ
チ
ュ
ア
化
し

た
体
験
型
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
仕
掛
け
が
施
さ
れ
た
水
の
回
廊

に
、
来
場
者
が
小
さ
な
船
や
ボ
ー
ル
を
浮

か
べ
流
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
家
族
で
鑑

賞
に
来
た
太
田
美
鈴
ち
ゃ
ん（
３
）は「
船

を
流
せ
て
面
白
か
っ
た
」と
作
品
を
楽
し

み
ま
し
た
。
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生涯学習
大町公民館

児童センター

初心者のための
デジタル一眼レフカメラ講座
　一眼レフのデジタルカメラを買ったのに、使いこ
なせずにいませんか。操作方法や写真撮影の基本を
学び、郷土の素晴らしい風景写真の作品づくりを目
指します。参加無料です。

■日時

▽座学　６月18日・25日、７月２日・16日
金曜日　午後７時30分～９時

▽実技演習　６月29日（火）、７月10日（土）
午前９時～11時

■会場　大町公民館　２階　視聴覚室
■対象・定員　市内にお住まいの人　先着８人
■講師　筑地広彰さん（西友プリントショップつき

写真店長）
■持ち物　デジタル一眼レフカメラ （ミラーレス

などレンズ交換できるカメラ可）、筆記用
具、三脚（実技演習時）

■申し込み　６月５日（土）～17日（木）までに、電
話または直接、大町公民館へ。

仏教・文学講座
（続）日本仏教の流れ

　“好評”です。「日本仏教の流れ」（４年目）
を引き続き開催します。講座の内容はそれ
ぞれ単独で構成されていますので、途中参
加もできます。むつかしいことをやさしく、
やさしいことを深く、そして楽しく。参加
無料です。

■日時・内容　午前10時～正午

▽６月27日（日）　良寛（上）
～清貧を 貫いた生涯～

▽７月18日（日）　良寛（下）
～たぐい稀な 日本の良心～

▽８月７日（土）　種田山頭火（上）
～歩くこと そのことが一切を解決してく
れるような気がします～

▽９月５日（日）　種田山頭火（中）
～うどん供へて母よ わたくしもいただき
まする～

▽９月18日（土）　種田山頭火（下）
～流転の生涯～

■会場　サン・アルプス大町　２階　大会
議室

■定員　先着100人
■講師　田中欣一さん（民俗・日本思想史

家）
■持ち物　筆記用具
■申し込み　６月26日（土）までに、電話ま

たは直接、大町公民館へ。

休館のお知らせ
　施設のメンテナンスのため、休館いたします。
ご迷惑をお掛けしますが、ご理解とご協力をお願いします。

■日時　６月13日（日）　終日
■問い合わせ　児童センター　℡・有線22-0741

■問い合わせ　大町公民館（文化会館）　℡・有線22-9988

マスク着用、２週間以内に発熱などの症状がある場合はご遠慮ください行事などへの参加時
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生涯学習情報ステーション
平公民館・女性未来館ピュア 大町図書館

初心者のためのスマホ講座
　スマホ初心者の皆さん朗報です！ なかなか使
い方が分からないそのスマホ。使い方をやさしく
教えます！

■日時　６月16日・23日・30日、７月７日・14日
水曜日　午後２時～４時

■会場　平公民館・女性未来館ピュア　学習室・
会議室

■内容　スマートフォンの基本操作（電話の受け
方、かけ方、Wi-Fi設定など）、便利な機
能（メール送受信、Webサイト検索、便
利なアプリなど）、カメラの使い方（写真、
動画など）

■対象　どなたでも　※一部のらくらくフォンで
は受講できない可能性がありますのでご
確認ください（アプリがダウンロードで
きない機種があるため）。

■コース・定員

▽アンドロイドコース　先着10人

▽アイフォンコース　先着10人
※コースが分からない人はお問い合わせください。
■講師　穂高パソコンスクールインストラクター
■費用　700円（全５回分、テキスト代）
■持ち物　筆記用具、スマートフォン（タブレッ

トは不可）
■申し込み　６月１日（火）～10日（木）に、電話

または直接、平公民館・女性未来館ピュ
アへ。

■その他　託児あります（生後６カ月以上）。事前
にお申し込みください。

■問い合わせ　平公民館・女性未来館ピュア
　℡・有線22-0694

休館のお知らせ
　６月14日（月）～23日（水）、蔵書点検
のため休館します。ご不便をお掛けしま
すが、ご理解とご協力をお願いします。

本の貸し出し２倍デー
　通常１人10冊までですが、期間中は20
冊まで借りられます。ぜひご利用ください。

■期間　６月１日（火）～13日（日）

企画展
「大町おおむかし芸術展」

　県立歴史館と文化財センターに収蔵さ
れている縄文・弥生・古墳時代の土器
や装飾品の数々を展示します。制作され
た時代による違いや変化を見て、感じて、
楽しんでみませんか。

■期間　６月24日（木）～７月18日（日）
■会場　大町図書館　１階　ロビー

マスク着用、２週間以内に発熱などの症状がある場合はご遠慮ください行事などへの参加時

　市内産業の育成・振興、生活情報の提供、自主財源の確保の
ために「広報おおまち」に市内事業者の広告を掲載しています。
お申し込みをお待ちしています。

広告の規格・掲載料　縦50㎜×横180㎜　白黒刷り１回 20,000円、カラー１回 36,000円
掲載できる広告の内容や、申し込み方法などは、広聴広報係にお問い合わせください。

■問い合わせ　情報交通課広聴広報係　TEL22-0420　内線 404

有
料
広
告

募
集
中
！

■問い合わせ
　大町図書館　℡・有線21-1616
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情報ステーション
nformationIhttps://www.city.omachi.nagano.jp/

市 ＝市役所 TEL・有線22-0420／FAX23-4304

募集 募集

募集

お知らせ

市
営
住
宅
入
居
者

■
募
集
す
る
住
宅
　

▽
中
原（
大
町
）＝
１
戸（
３
Ｄ
Ｋ
Ｂ)

▽
中
村（
美
麻
）＝
２
戸（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
Ｙ
）

７
月
１
日（
木
）か
ら
入
居
で
き
ま
す
。

※
Ｌ
＝
居
間
、
Ｄ
Ｋ
＝
台
所
兼
食
事
室
、

Ｂ
＝
浴
槽
な
し
浴
室
、
Ｙ
＝
浴
槽
付
き

浴
室

■
入
居
の
条
件　
市
内
に
お
住
ま
い
か

通
勤
し
て
い
る
人（
美
麻
地
区
の
住
宅

に
申
し
込
む
場
合
は
除
く
）で
、
同
居

す
る
親
族
が
あ
り
、
所
得
が
一
定
額
以

内
な
ど
の
基
準
に
合
う
人
。
犬
、
猫
な

ど
ペ
ッ
ト
の
飼
育
は
禁
止
で
す
。

■
申
し
込
み　
６
月
18
日（
金
）ま
で
に
、

直
接
、
建
設
課
建
築
住
宅
係
へ
。
応
募

者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
の
上
、
決
定

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　
建
設
課
建
築
住
宅
係

℡
市
内
線
６
９
４
・
６
９
５

生
涯
学
習
推
進
プ
ラ
ン

策
定
委
員
会
委
員

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
生
涯
学
習
を

推
進
す
る
た
め
の
基
本
的
な
方
針
を
定

め
る「
大
町
市
生
涯
学
習
推
進
プ
ラ
ン
」

の
内
容
を
検
討
す
る
委
員
を
募
集
し
ま

す
。

■
応
募
資
格　
市
内
に
お
住
ま
い
の
20

歳
以
上
の
人

■
申
し
込
み　
６
月
１
日（
火
）～
18
日

（
金
）に
、
応
募
動
機
を
任
意
の
様
式
に

８
０
０
字
程
度
に
ま
と
め
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

郵
送（
必
着
）、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

ま
た
は
直
接
、生
涯
学
習
課
生
涯
学
習・

青
少
年
係
へ
。

■
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
・
青
少
年
係

℡
市
内
線
６
２
２

　
２
３
・
７
０
０
１

Ｅ
メ
ー
ルshogai@

city.om
achi.

nagano.jp

ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会
委
員

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
市
の
ス
ポ
ー

ツ
推
進
に
関
す
る
事
項
な
ど
に
つ
い
て

調
査
・
審
議
い
た
だ
く
ス
ポ
ー
ツ
推
進

審
議
会
の
委
員
を
公
募
し
ま
す
。

■
募
集
人
数　
若
干
名（
委
員
総
数
は

10
人
以
内
）

■
任
期　
５
年
３
月
31
日
ま
で

■
応
募
資
格　
大
町
市
の
ス
ポ
ー
ツ
推

進
に
関
心
が
あ
る
学
識
経
験
者
で
、
年

数
回
の
会
議
に
出
席
で
き
る
20
歳
以
上

の
人

■
会
議　
年
２
～
３
回
程
度

■
申
し
込
み　
６
月
25
日（
金
）ま
で
に
、

応
募
動
機
と
市
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
に
対

す
る
あ
な
た
の
考
え
を
任
意
の
様
式
に

４
０
０
字
程
度
に
ま
と
め
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

直
接
、
総
合
体
育
館
へ
。

■
問
い
合
わ
せ　
総
合
体
育
館

℡
・
有
線
２
２
・
８
８
５
５

大
町
市
奨
学
金

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、高
等
学
校（
高

等
専
門
学
校
高
等
課
程
、
専
修
学
校
高

等
課
程
を
含
む
）や
、
大
学（
短
期
大
学
、

高
等
専
門
学
校
専
門
課
程
、
専
修
学
校

専
門
課
程
を
含
む
）に
修
学
す
る
人
に

奨
学
金
を
貸
与
し
ま
す
。

　
一
定
の
条
件
を
満
た
す
と
償
還
が
免

除
と
な
る
給
付
型
奨
学
金
も
あ
り
ま
す
。

■
条
件

一
般
奨
学
金（
貸
与
型
）

　
高
校
ま
た
は
大
学
な
ど
に
在
籍
し
、

次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

▽
市
内
に
居
住
す
る
人
、
ま
た
は
市
外

に
居
住
し
て
い
る
が
帰
省
先（
実
家
）が

大
町
市
で
あ
る
人

▽
成
績
が
平
均
以
上
で
あ
る
こ
と

▽
品
行
方
正
で
あ
る
こ
と

▽
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難
と

認
め
ら
れ
る
こ
と

▽（
独
）日
本
学
生
支
援
機
構
、
県
、
そ

の
他
の
団
体
か
ら
、
別
に
学
資
の
貸
与

を
受
け
て
い
な
い
こ
と

特
別
奨
学
金（
給
付
型
）

　
大
学
な
ど
に
在
籍
し
、
次
の
全
て
に

該
当
す
る
人

▽
市
内
に
居
住
す
る
人
、
ま
た
は
市
外

に
居
住
し
て
い
る
が
帰
省
先（
実
家
）が

大
町
市
で
あ
る
人

▽
成
績
が
特
に
優
秀
で
あ
る
こ
と

▽
品
行
方
正
で
あ
る
こ
と

▽
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が
特
に
困

難
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

▽（
独
）日
本
学
生
支
援
機
構
、
県
、
そ

の
他
の
団
体
か
ら
、
別
に
学
資
の
給
付

を
受
け
て
い
な
い
こ
と

▽
卒
業
後
６
カ
月
後
か
ら
貸
与
期
間
の

倍
の
期
間
、
市
内
に
居
住
す
る
予
定
で

あ
る
こ
と

■
奨
学
金
の
額（
月
額
）

▽
高
校
生　
１
万
５
０
０
０
円
以
内

▽
大
学
生　
３
万
円
以
内

■
返
済
方
法（
一
般
奨
学
金
）　
対
象
と

な
っ
た
期
間
の
倍
の
期
間
に
、
月
払
い

か
年
払
い
で
返
済

■
申
し
込
み　
６
月
25
日（
金
）ま
で
に
、

学
校
教
育
課
庶
務
係
に
あ
る
奨
学
生
願

書
な
ど
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
直

接
、
同
係
へ
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　
学
校
教
育
課
庶
務
係

℡
市
内
線
６
１
１
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は
じ
め
て
の

Zoom

体
験
講
座

　
直
接
会
わ
な
く
て
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
と
れ
る「
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
」を
体
験
す
る
講
座
を
開
催

し
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
の
会
議
や
セ
ミ

ナ
ー
、
交
流
会
な
ど
に「
参
加
」で
き
る

よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
オ

ン
ラ
イ
ン
に
抵
抗
が
あ
る
人
も
、
興
味

が
あ
る
け
れ
ど
使
っ
た
こ
と
の
な
い
人

も
、
ま
ず
は
一
度
体
験
し
て
み
ま
せ
ん

か
？ 

ス
タ
ッ
フ
が
丁
寧
に
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。
参
加
無
料
で
す
。

■
日
時　
６
月
15
日（
火
）・
19
日（
土
）

午
前
10
時
～
11
時
30
分

※
両
日
と
も
同
じ
内
容

■
対
象　
市
内
に
お
住
ま
い
か
、
市
内

で
市
民
活
動
を
行
っ
て
い
る
人

■
内
容　
個
別
の
接
続
確
認
、
基
本
操

作
の
説
明
と
体
験

■
講
師　

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
職
員

■
参
加
方
法

①
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加　
※
安
定
し
た

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
必
須

②
会
場
で
参
加（
市
役
所
東
庁
舎　
２

階　
東
大
会
議
室　
定
員
15
人
）

■
定
員　
各
日
と
も
①
・
②
合
わ
せ
て

先
着
20
人

■
参
加
に
必
要
な
も
の　

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
つ
な
が
る
カ
メ
ラ
、
マ
イ
ク
、

ス
ピ
ー
カ
ー
付
き
の
端
末（
ス
マ
ホ
・

タ
ブ
レ
ッ
ト・パ
ソ
コ
ン
の
い
ず
れ
か
）

■
申
し
込
み　
６
月
11
日（
金
）ま
で
に
、

電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
市
民
活
動

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
へ
。

■
問
い
合
わ
せ

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

℡
市
内
線
８
３
０

Ｅ
メ
ー
ルshim

inkatsudou@
city.

om
achi.nagano.jp

６
月
23
日
～
29
日
は

男
女
共
同
参
画
週
間

令
和
３
年
度
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

女
だ
か
ら
、男
だ
か
ら
、で
は
な
く
、

私
だ
か
ら
、の
時
代
へ
。

　
国
は
、毎
年
６
月
23
日
～
29
日
を「
男

女
共
同
参
画
週
間
」と
定
め
、
男
女
共

同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
た
啓
発
活

動
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
し
て

い
ま
す
。

　
男
性
と
女
性
が
、
職
場
で
、
学
校
で
、

地
域
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
を

発
揮
で
き
る「
男
女
共
同
参
画
社
会
」を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
行
政
だ
け
で
な

く
、
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
の
取
り

組
み
が
必
要
で
す
。
こ
の
機
会
に
身
近

な
と
こ
ろ
か
ら「
男
女
共
同
参
画
」し
て

み
ま
せ
ん
か
。

　
市
で
は
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
男
女
共

同
参
画
の
推
進
に
取
り
組
む
た
め「
大

町
市
男
女
共
同
参
画
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

タ
ー
設
置
要
綱
」に
基
づ
き
、
各
地
区

男
女
１
人
ず
つ
、
計
12
人
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
タ
ー
を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
は
男
女
共
同
参
画
社

会
づ
く
り
の
推
進
の
た
め
、
市
と
市
民

の
パ
イ
プ
役
と
な
り
地
域
の
団
体
、
個

人
な
ど
へ
の
啓
発
、
情
報
発
信
な
ど

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
各
地
区
で「
男

女
共
同
参
画
学
習
会
」な
ど
を
開
催
し
、

楽
し
み
な
が
ら
男
女
共
同
参
画
を
学
ぶ

機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。
多
く
の
皆
さ

ん
の
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
男
女
共
同
参
画
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー

（
敬
称
略
）

▽
大
町
地
区　
栗
林
学
、
松
下
貴
志
子

▽
平
地
区　
宮
野
典
夫
、
宮
永
玉
子

▽
常
盤
地
区　
松
下
吉
邦
、
川
上
明
子

▽
社
地
区　
飯
島
伸
一
、
降
籏
千
栄
子

▽
八
坂
地
区　
吉
原
克
巳
、
土
屋
亜
矢

子

▽
美
麻
地
区　
和
田
俊
信
、
高
橋
真
由

美■
任
期　
３
年
４
月
14
日
～
５
年
３
月

31
日

■
問
い
合
わ
せ　
ま
ち
づ
く
り
交
流
課

男
女
共
同
参
画
・
人
権
政
策
担
当

℡
市
内
線
８
３
０

６
月
１
日
は

人
権
擁
護
委
員
の
日

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
ま
ち
の
身
近
な

相
談
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。
人
権
擁
護
委

員
法
が
昭
和
24
年
６
月
１
日
に
施
行
さ

れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
毎
年
６
月
１

日
を「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」と
し
て
い

ま
す
。

　
大
町
市
で
は
９
人
の
人
権
擁
護
委
員

が
、
人
権
相
談
へ
の
対
応
や
人
権
へ
の

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
の
啓
発
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
い
じ
め
や
差
別
な
ど
の
人
権
の
問
題

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
人
権
侵
害
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
係
る
誹
謗
中

傷
な
ど
困
っ
て
い
る
事
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
人
権
擁
護
委
員
が
問
題
解
決
の
お

手
伝
い
を
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

長
野
地
方
法
務
局
大
町
支
局

℡
２
２
・
０
３
７
９

昨年度の講座の様子
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里
親
相
談
会

　
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
生
ま
れ
た
家
庭

で
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も
た

ち
を
、
自
ら
の
家
庭
に
迎
え
入
れ
、
温

か
い
愛
情
の
中
で
育
て
て
く
れ
る
人
を

「
里
親
」と
い
い
ま
す
。

　
中
信
地
区
里
親
会
で
は
、
里
親
制
度

や
里
親
の
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
相
談
会
は
、
今
後
も
定
期
的
に
開
催

す
る
予
定
で
す
。
最
新
の
情
報
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
６
月
28
日（
月
）　
午
後
１
時
～

３
時

■
会
場　
児
童
セ
ン
タ
ー

■
内
容　
里
親
制
度
の
説
明
、
里
親
の

体
験
談
、
映
像
視
聴
、
個
別
相
談
な
ど

■
申
し
込
み　
当
日
ま
で
に
電
話
で
、

松
本
児
童
園
へ
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
松
本
児
童
園

℡
０
２
６
３
・
４
７
・
０
５
９
０

▽
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係

℡
市
内
線
６
８
５
・
７
５
７

雪
形
ま
つ
り
作
品
展
示

　
長
い
間
雪
に
閉
ざ
さ
れ
る
大
町
で
は
、

待
ち
わ
び
た
春
の
訪
れ
に
は
格
別
の
喜

び
が
あ
り
ま
す
。

　
雪
解
け
で
現
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
北
ア

ル
プ
ス
の
雪
形
は
、
春
の
訪
れ
を
喜
ぶ

人
々
の
心
情
と
郷
土
を
象
徴
す
る
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
、
山
深
い
信
州
に
お
い
て

も
こ
の
地
方
を
特
徴
付
け
る
も
の
で
す
。

　
こ
こ
に
暮
ら
す
人
々
が
、
春
の
喜
び

と
共
に
郷
土
に
対
す
る
愛
情
や
誇
り
を

共
感
す
る
文
化
的
イ
ベ
ン
ト「
北
ア
ル

プ
ス
雪
形
ま
つ
り
」を
今
年
も
開
催
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の「
北
ア
ル
プ
ス
雪
形
ま
つ
り
」の

一
環
と
し
て
、
市
内
小
・
中
学
校
の

児
童
・
生
徒
か
ら
募
集
し
た「
春
」を

テ
ー
マ
と
し
た
作
品（
絵
画
、詩
、俳
句
、

短
歌
）を
次
の
と
お
り
展
示
し
ま
す
。

　
併
せ
て
、
市
内
サ
ー
ク
ル
・
団
体
の

皆
さ
ん
の
作
品
も
展
示
し
ま
す
。
力
作

を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
児
童・生
徒
優
秀
賞
作
品
、市
内
サ
ー

ク
ル
作
品

６
月
14
日（
月
）～
28
日（
月
）　
市
役
所

本
庁
舎　
１
階　
市
民
ホ
ー
ル

■
児
童
・
生
徒
全
作
品

６
月
14
日（
月
）か
ら

約
２
カ
月
間
、ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開

（http://echohall.jp/snow
art/

）

■
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
・
青
少
年
係

℡
市
内
線
６
２
２

人
権
を
考
え
る
市
民
の
集
い

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
一
人
一
人
が
人
権
問
題
を
自
分
自
身

の
問
題
と
し
て
捉
え
、
互
い
の
人
権
を

尊
重
す
る
意
識
を
高
め
る
た
め
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。
申
し
込
み
不
要
で
す
。

６
月
28
日（
月
）

■
時
間　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

■
会
場　
第
一
中
学
校　
体
育
館

■
内
容

▽
生
徒
の
意
見
発
表

▽
講
演
会「
ピ
ア
ノ
＆
ト
ー
ク
コ
ン

サ
ー
ト 

～
視
覚
障
が
い
を
乗
り
越
え

て
～
」大
月
裕
夫
さ
ん（
ピ
ア
ノ
演
奏

家
）

■
持
ち
物　
上
履
き

７
月
12
日（
月
）

■
時
間　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

■
会
場　
西
小
学
校　
体
育
館

■
内
容

▽
児
童
の
意
見
発
表

▽
講
演
会「
共
生
社
会
に
向
け
て
で
き

る
こ
と
」井
出
今
日
我
さ
ん（
筋
ジ
ス
ト

ロ
フ
ィ
ー
当
事
者
）

■
持
ち
物　
上
履
き

■
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
人
権
教
育
担
当

℡
市
内
線
６
２
３

お
お
ま
ち
歴
史
の
ま
ち
探
訪

　
市
で
は
、
信
州
大
学
梅
干
野
研
究
室

に
依
頼
し
市
街
地
中
央
通
り
の
歴
史
的

ま
ち
な
み
を
調
査
し
て
い
ま
す
。
歴
史

的
建
物
に
つ
い
て
学
び
、
一
緒
に
地
域

の
魅
力
を
再
発
見
し
ま
し
ょ
う
。

座
学
編

■
日
時　
６
月
19
日（
土
）　 

午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分

■
会
場　
サ
ン
・
ア
ル
プ
ス
大
町　
大

会
議
室

■
講
師　
信
州
大
学
工
学
部
建
築
学
科

梅
干
野
成
央
准
教
授

■
内
容　
大
町
市
の
歴
史
的
建
物
に
つ

い
て
、
地
域
的
な
特
徴
や
魅
力
を
幅
広

く
解
説
い
た
だ
き
ま
す
。

■
申
し
込
み　
不
要
。
直
接
会
場
へ
。

ま
ち
な
み
調
査
編

■
日
時　
６
月
26
日（
土
）　
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

■
会
場　
市
街
地
中
央
通
り
中
心

■
調
査
員　
梅
干
野
准
教
授
と
梅
干
野

研
究
室
の
学
生
・
参
加
者
の
皆
さ
ん

■
内
容　
建
物
の
並
び
や
堰
な
ど
大
町

は
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
持
つ
の
か
梅
干

野
研
究
室
と
共
に
調
査
し
ま
し
ょ
う
。

■
定
員　
先
着
10
人
程
度

■
申
し
込
み　
電
話
で
、
文
化
財
セ
ン

タ
ー
へ
。

■
問
い
合
わ
せ　
文
化
財
セ
ン
タ
ー

℡
２
３
・
４
７
６
０

マスク着用、２週間以内に発熱などの症状がある場合はご遠慮ください行事などへの参加時 マスク着用、２週間以内に発熱などの症状がある場合はご遠慮ください行事などへの参加時
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　桜田スタジオ～きらり☆大町人～
　大町市内で日本
ミツバチを飼育繫殖
している太田稔さん

（大原町）に、養蜂の
きっかけや日本在来
の蜜蜂の不思議な生
態と魅力をお聞きし
ます。また手づくりの巣箱へのこだわりや日本ミ
ツバチを通じた交流などもお伺いします。

 放送日  ……… 6日（日）・13日（日）　午後8：45

　ＪＡタイム～農業の手引き～
　今回は「リンゴの当面の管理」についてです。ＪＡ
大北南部営農センター中部センター技術員の平林
宏平さんに摘果や土壌管理など、秋の実りにつな
がる作業のポイントについてお話しいただきます。

 放送日  ……… 8日（火）・11日（金）　午後8：45

－新着図書（一般向け）－　

55歳、大人のまんなか［人生訓］��広瀬裕子／著
農家直伝 たくさんとれた野菜の保存と料理[家
庭菜園］���� 池上正子／著　加藤正明／監修
迷走生活の方法［科学］������福岡伸一／著
ダチョウはアホだが役に立つ［鳥類］
���������������塚本康浩／著
野のはなとちいさなとり[おとな向け絵本］
��������マカベアリス／刺しゅう・文
田舎のポルシェ[日本の小説］���篠田節子／著

－新着図書（子ども向け）－

えんそくねこねこ［日本の絵本］
������������ 長野ヒデ子／作・絵
うさぎタウンのおむすびやさん［日本のお話］
������� 小手鞠るい／作　松倉香子／絵
こども六法ＮＥＸＴ おとなを動かす 悩み相談
クエスト［生活］������� 山崎聡一郎／監修

森井ケンシロウ／漫画　古城宏／漫画原作
海べをはしる人車鉄道 東海道線のいま、むかし

［のりもの］���������横溝英一／文・絵
みんなに好かれなくていい（小学館YouthBooks）

［哲学］������������� 和田秀樹／著

－６月の推薦図書－

ただいまつもとの事件簿
光文社　新津きよみ／著
　夫の転勤のため松本市に転居
した清水真紀。より松本を知る
ために参加した「移住希望者のた
めの説明会」がきっかけで友人が
でき、東京で行方不明になった
飼い猫が松本で発見された「茶トラ失踪事件」な
ど、いくつかの“日常の謎”に挑むことに。松本
の魅力たっぷりのミステリー！

詩画集 生きる水　日貿出版社
高塚かず子／詩　鳥海太郎／版画
　自然の大きな流れといのちの
営みを見つめ、第44回Ｈ氏賞を
受賞した詩集『生きる水』に、版
画家・鳥海太郎によるのびやか
で生命感あふれる版画作品を組
み合わせた詩画集。ひびきあう
ことばとイメージが、新たな感動を呼び起こす。

－６月の催し－

おはなしの森���� 5日（土）　午前10時30分
おいでえほんのおへや�� 8日（火）　午前11時
無料託児サービス（要予約）
���������24日（木）　午前10時〜正午
おりがみ教室������������ お休み
■問い合わせ　大町図書館　℡・有線21-1616

きらり特番
毎日放送　午前9:00、午後1:00、午後8:00

＊まるごと信州情報ネット………… 1日〜30日
＊社地区ソフトボール開幕試合…… 1日〜13日
＊北小学校　運動会…………………14日〜27日
＊みあさ保育園・美麻小中学校　運動会
　………………………………………21日〜27日
＊定例記者会見……………………………… 29日

シャイニングキッズ　毎日放送
午前11:00、午後4:00、午後6:00、午後10：00

＊シャイニングキッズコレクション32…… 1日〜13日
＊シャイニングキッズコレクション33……14日〜27日
＊シャイニングキッズコレクション34……28日〜30日

市議会６月定例会
生放送　午前10:00

＊一般質問……………………………15日〜17日
※放送予定を変更する場合があります。ご了承ください。
◆番組表はテレビの番組表（ＥＰＧ）や市ホーム

ページをご覧ください。
■加入申し込み・問い合わせ
　情報交通課ケーブルテレビ係　℡21-3805

ケーブルテレビ６月の番組から図書館だより

有線放送６月の番組から

マスク着用、２週間以内に発熱などの症状がある場合はご遠慮ください行事などへの参加時
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室 編
集

法 律 15日・22日 火曜日 13:00〜16:00 北アルプス
市町村会館

予約申し込み=県弁護士会松本在住会（☎0263-35-8501）
料金 =1時間以内10,000円（税別）

●譲ります
▽陶器鉢とプラスチック鉢（約10年前購入、

約10年使用、サイズ・形状・色各種あり）
����������������� 無料

▽枝炭（約３年前に作製、30kg入り70袋）
　���������������� 応談
　交渉や受け渡しは、当事者双方の責任に
おいて行ってください。「広報おおまち」が届
く前に交渉が成立することがあります。市
ホームページに詳しい情報を載せています。
■問い合わせ
　市民課消費生活・交通安全係　℡市内線463

市県民税……………………………… 第１期
国民健康保険税……………………… ６月分
保育料・保育所給食費……………… ６月分
市営住宅使用料、定住促進住宅使用料
雇用促進住宅・駐車場使用料……… ６月分
ケーブルテレビ利用料……………… ６月分
学校給食費…………………………… 第２期
上下水道料…………………………… ６月分

納期限は６月30日（水）

総人口 26,636（＋ 6） 転入 115
男 12,936（＋ 6） 転出 89
女 13,700（± 0） 出生 14

世帯数 11,921（＋ 34） 死亡 34
※５月１日現在、（　）内は前月比

　
６
月
１
日
～
10
日
は「
電
波

利
用
環
境
保
護
周
知
啓
発
強
化

期
間
」で
す
。
電
波
は
、
携
帯

電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

日
常
的
に
使
用
す
る
も
の
か
ら
、
交
通
機
関
や
消

防
車
・
救
急
車
な
ど
の
緊
急
車
両
に
も
不
可
欠
で
、

限
ら
れ
た
資
源
で
す
。
不
適
切
な
無
線
設
備
使
用

は
、
電
波
利
用
環
境
を
悪
化
さ
せ
る
要
因
に
な
り

ま
す
。
市
販
さ
れ
て
い
る
外

国
規
格
の
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー

が
他
の
通
信
を
妨
害
し
た
事

例
も
あ
り
ま
す
の
で
、
身
近

な
物
で
も
問
題
が
な
い
か
一

度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

結 婚
12日・26日

土曜日
13：00〜17：00

総合福祉
センター

農業委員会
☎ 市 内線 641

法 律
（ 要 予 約 ）

8日（火）
13：00〜15：30

市民相談室
（市役所本庁舎１階）

広聴広報係
☎ 市 内線 403

担当=塩野悠子弁護士 （次回は７月13日　上條剛弁護士）

行 政 30日（水）
9：00〜12：00

第５会議室
（市役所本庁舎 2 階）

行政管理係
☎ 市 内線 511

年 金
（ 要 予 約 ）

17日（木）
10：00〜15：00

総合福祉
センター

松本年金事務所
☎ 0263-31-5038

日本政策金融
公庫（要予約）

17日（木）
13：30〜16：30

大町商工会館
（九日町）

商工会議所
☎ 22-1890

女 性
（ 男 性 ）

10日（木）
10：00〜15：00 子育て・女性

相談室
（市役所西庁舎 2 階）

男女共同参画・
人権政策担当
☎ 市 内線 83024日（木）

9：00〜12：00

育 児
29日（火）

9：30〜11：00
中央保健
センター

中央保健
センター

☎ 23-4400
女性のからだ
（ 要 予 約 ）

交 通 事 故
（ 要 予 約 ）

24日（木）
10：00〜15：00 大町合同庁舎

北アルプス地域振興局
総務管理課
県民生活係
☎ 23-6502

心 配 ご と
（ 要 予 約 ）

14日（月）
29日（火）

13：00〜16：00 総合福祉
センター

社会福祉協議会
☎ 22-1501

司法書士
（要予約）

14日（月）
29日（火）

13：00〜15：00

成年後見制度
（ 要 予 約 ）

24日（木）
13：30〜15：30

総合福祉
センター

成年後見支援センター
☎ 22-1550

生活・就労
（ 要 予 約 ）

平日
9：30〜17：00

総合福祉
センター

まいさぽ大町

生活就労支援センター
まいさぽ大町
☎ 22-7083

若 年 者
就 職 相 談

（ 要 予 約 ）
17日（木）

13：30〜17：00
第５会議室

（市役所本庁舎 2 階）
商業労政係

☎ 市 内線 542

人 権 17日（木）
10：00〜16：00

長野地方法務局
大町支局

長野地方法務局
大町支局

☎ 22-0379

６月の有料相談（要予約）

不用品交換コーナー

６月の納税など

人の動き

マスク着用、２週間以内に発熱などの症状がある場合はご遠慮ください行事などへの参加時

６月の無料相談
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この広報紙は再生紙を使用し、植物油インキで印刷しています。

■編集　大町市役所　総務部情報交通課広聴広報係（〒398-8601大町市大町3887　☎ 22-0420  FAX23-5050）　■印刷　㈱奥村印刷所

休日緊急当番医
変更する場合があります。確認の上、受診してください。

  （診療時間9:00〜17:00）

6日（日）
伊東医院 大黒町 ☎ 22-0077
はーぶの里診療所 池田町 ☎ 62-0210
神城醫院 白馬村 ☎ 75-7050

13日（日）
いしぞね内科・外科クリニック 旭　町 ☎ 23-2555
あづみ病院 池田町 ☎ 62-3166
しんたにクリニック 白馬村 ☎ 75-4177

20日（日）
柿下クリニック 清　水 ☎ 21-1230
平林メンタルクリニック 池田町 ☎ 61-1577
白馬診療所 白馬村 ☎ 75-4123

27日（日）
最上整形外科クリニック 上　一 ☎ 23-3300
近藤医院 松川村 ☎ 62-9187
小谷村診療所 小谷村 ☎ 82-2044

歯科緊急当番医
変更する場合があります。確認の上、受診してください。

（受付時間9:00〜11:00、診療時間9:00〜12:00）
6日（日） にこにこデンタルクリニック 下　一 ☎ 23-5612

13日（日） あづみ病院歯科口腔外科 池田町 ☎ 61-1168

20日（日） 平林歯科医院 東　町 ☎ 22-1149

27日（日） きらり歯科医院 松川村 ☎ 62-0005

休日緊急当番薬局
変更する場合があります。確認の上、来店してください。

 （営業時間 9:00 〜 17:30）
6日（日） カネリキ山口薬局 大黒町 ☎ 22-0184

13日（日） アーク調剤薬局長野大町店 旭　町 ☎ 85-4587

20日（日） とをしや薬局大町常盤店 上　一 ☎ 26-3252

27日（日） かみいち林薬局 上　一 ☎ 26-3025

北アルプス平日夜間小児科・内科急病センター
　新型コロナウイルスの感染防止対策が困難なため、当
分の間、休診します。詳しくは、北アルプス広域連合ホーム
ページをご覧いただくか、お問い合わせください。
■問い合わせ　北アルプス広域連合総務課　℡22-6764

長野県小児救急電話相談
　夜間のけがや急病などの際、応急対処の方法や受診の要
否などについて助言を行います。
■電話番号　局番なしの#8000または0263-34-8000
■時間　午後７時～翌日午前８時（毎日）

　大町市に移住（Ｉターン者、Ｕターン者）してきた人同士の
交流を通じ、地域の知り合いや仲間を増やすことを目的とし
て開催します。今回は、ボルダリング体験をしながら、参加
者同士の交流を深めます。講師のレクチャーからスタートす
るので、ボルダリング初心者の人も安心してご参加ください。

ボルダリング体験後は、大町公園でお弁当ランチを予定しています。

■日時　６月19日（土）　午前10時～午後０時30分　 ▽受付　午前９時45分
■会場　県山岳総合センター
■対象・定員　大町市に移住した人や移住する予定の人など　先着10人程度
■費用　1,000円／人（昼食代、保険料など含む）
■持ち物　上履き用運動靴、飲み物、タオル　運動のできる服装でご参加ください。
■申し込み　６月14日（月）までに、申し込みフォーム、電話またはＥメールで、
　　　　市定住促進協働会議事務局へ。
■問い合わせ　市定住促進協働会議事務局（まちづくり交流課定住促進係内）
　℡21-1210　Ｅメールteijuu@city.omachi.nagano.jp

おしゃべりTIME「ボルダリングに挑戦！」
移住者交流会参加者募集

申し込み
フォーム

６月の休日医療情報

マスク着用、２週間以内に発熱などの症状がある場合はご遠慮ください行事などへの参加時

きらり★情報館


